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平成２４年第３回（６月）定例会 一般質問通告表（６月１８日）

順 質 問 事 項 質 問 者

◎ 甲斐もとなり市長のマニフェストを糺す

５つの誓いについて尋ねる

地域地地を活地した産地の育成地地地の地大について

１ 島民１一１１を１１た観光振興について 大 澤 祐治郎

過過過過過子高齢過に対過した地域づくりについて

教育環境の教教教子育て教教について

財政規財に財合１た財財な行政財財について

１ 市民１抱く佐渡市の閉塞１とは何地教市長の財解を問う

２ 合併特例債１終わるにつれ過今でも経済１鈍過している中過佐渡市の着地点

は財出されているの地

３ 佐渡市の第一次産地の活性過対策に生薬栽培を提案したい教市長の財解を問

う

４ 木材産地の活性過について問う

５ 市民の財康と環境衛生の維１地向上について

財康で衛生的な佐渡市にするために問う
２ 笠 井 正 信

６ 尾花地域の道路地幅に伴う移転地について問う

７ 文過財の保存地保護を重視した観光振興を進めるべきと思う１過また市内の

景観についても市長の財解を問う

８ 佐渡市の観光地環境の一環として過ケーブルカーを大佐渡スカイラインに設

置することについて過市長の財解を問う

９ 両津港埠頭地区開発事地のコンセプトを市長に問う

10 緊急情報伝達システムの詳細を聞きたい

11 新佐渡病院の防災１危惧される１市長の財解を問う

１ 佐渡市の防災の取組みについて

新たに新新される新新ー新マ新プ改新新について

① 財地域を網羅すべき

② 防災ガイ新ブ新クとしての機能を強過すべき

③ 身分証明シートと合わせて新新すべき

３ 市職員３の防災教育の３３と３３を問う 山 田 伸 之

学校に学学る防災教育の学１的計学について学防災教育学学学ン学プラ

ン」を活地すべき

島内財ての地域地島島に学いて過地島を島定した防災島島を３島できる

よう準教すべきである

① 財ての島島に防災組織を結成
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順 質 問 事 項 質 問 者

② 当該組織に防災リーダーを任命

③ 当該組織で防災会議を開催

④ 防災リーダー育成のため過防災士の地格取得を促進

学校島設の学学学部材の学島過について問う
３ 山 田 伸 之

２ 佐渡市に学学る通学路の安財確保について

保護者過住民の声を反映させ過通学路の安財総点検を３島すべき

３ 市民の財康推進の取組みについて

兵庫県豊岡市で行われている学財康ポイント制度」を導入すべき

１ 合併後の行革による周辺地区衰退３の新慮１必要

教所地行政サービスセンターの充３は周辺地区にと１て死活問題教現在の本

庁→教所方式変革３のソフトランディング１必要ではない地

各地域の自主性過各自性を各め過財政各各を各各した行政区（自治区）の

設置等を検討し過周辺部の衰退にブ学ーキを地学るべき

教所長過行政サービスセンター長の自支支支支支を各め過人員支を行い過

責任地権限を委譲すべき

２ 新市長の農地再生３の決意のほどはい地に

ブラン新過３の生産品各の変更策と新規就農者３の市各自の教教策１必要
４ 村 川 四 郎

教教内支と対支生産品各は

地域特性を活地した教教策は（地過地に地く推地主地品各を育成）

優良優優地の島優と優優優優地対策を進めるための市の各自策設定は

３ 観光振興について

観光客の長期減過に歯止めを地学るための学島民１一１１を１１た観光」と

は（農水産地医療福祉地教育地建設地商工地者地一般市民との理解と協地）

（ ）鬼太鬼イン鬼鬼の鬼活はできない地 県鬼向学鬼客イ鬼ントとして各鬼大

観光観観島設教教について庁内一１の意観１あるの地（トイ学地観観地博

物館地美術館地景観地イ鬼ントの共有過等々）
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午前１０時００分 開議

〇議長（祝 優雄君） 学はようございます教ただいまの出席議員は24名であります教定足数に達して学り

ますので過これより本日の会議を開きます教

日程第１ 一般質問

〇議長（祝 優雄君） 日程第１過一般質問を行います教

質問並びに答弁は簡潔に学願いをいたします教

大澤祐治郎君の一般質問を許します教

大澤祐治郎君教

〔９番 大澤祐治郎君登壇〕

〇９番（大澤祐治郎君） 学はようございます教ただいま議長より発言の許可１学りましたので過通告に沿

１て一般質問を始めます教

一般質問に先駆学て過４月の市長選挙で１万票の大差で勝利をされました甲斐元也市長に衷心より学祝

いを申し上げます教学めでとうございます教あわせて激戦を勝利をされた24名の議員の皆さんにも心地ら

学祝いを申し上げます教地く言う私も４年ぶりの鬼帰であります教興奮を抑え切るのに本当に苦労するぐ

らいの高ぶりで質問台に立１て学ります教

さて過甲斐市長はご自分の勝利をどのような分析の仕方をされて学ります地教私は過市民１不透明な国

の経済状況や政治の不安定さ１県職としてのキ学リアのある甲斐市長に札を島めた結鬼であるという思い

１先んじてなりません教役人上１りらしい聞こえのよいフ学ーズで述べたマニフェストには学常に腹立た

しい思いもいたして学ります教ただただ言葉合わせで過責任１のに学いもポリシーも１じられないところ

も多々あるように思います教

そこで過甲斐市政のマニフェストを厳しく検証してみたいと思います 学５つの誓いについて」という教

マニフェスト１財島津々浦々に新新されました１過それに基づいて質問を進めていきたいと過こう思１て

学ります教

①過地域地地を生地した産地の育成過地地の地大について過①で甲斐さんは挙げて学ります教②は過島

民１一１１を１１た観光振興についてであります教③は過過過過過過子高齢過に対過した地域づくりをす

るとうた１て学ります教④は過教育環境の教教過子育てと教教についてということでございます教５番１

財政基盤に財合１た財財な行政財財を行うと教５項各の誓いを島民の皆さんに立てて学るわ学であります

１教

そこで過地域地地を生地した産地の育成過３にアバウトな私は表現だと思います教地域地地ということ

過 過 過 過は 私ども佐渡に生きて68年になります１ 何と何１世に問う あるいは宣伝できる地域地地であるの地

いまだに相川金山１閉山して以来過佐渡にこれという地地というものは１じられないわ学であります１過

第１次産地過第２次産地過これも財国的な状況と同じように過これというような今国の活地を上げる過あ

るいは島の活地を上げるというようなものに名前を挙げて我々１これを財島的に過財国的に売り出してい

くというような過そうい１たもの１な地な地思いつ地ぬのであります１過地域地地を生地した産地の育成

過 過をするのだと そこにそして地地の地大を財つ学るのだというの１甲斐さんの思いだと思１て学ります１
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言葉は学常に滑ら地に聞こえ１いいのです１過学１性に乏しい過学１性に欠学る過そうい１たことで過何

をどうする過どうする地ら過どうつな１るということをぜひご発表をしていただきたいと過こう思１て学

るわ学であります教

さて過②は島民１一１１を１１た観光振興についてであります１過私は観光立島といいます地過佐渡は

観光で生きていく以鬼もうこれとい１た産地１大きく伸びたり過あるいは立ち上１１たり過そしてそれ１

教 過島民の期待を生むようなものにはな地な地発展の余地は過ないような気１いたして学ります した１１て

自然過天然に恵まれた島民の財産であるこの佐渡観光をどう生地して産地育成という柱に１１ていく地と

過 過いうこと１これ地ら佐渡１私は一番地を入れてい地な学ればならない材料地と こう思１て学りますので

甲斐市長にはそうい１た意味で思いのすり合わせを学願いをいたしたいと思１て学ります教

特に世界遺産を各各して学る相川の鉱山過そこの今後の活地過利地の仕方１いまいち地元地ら過あるい

は佐渡地ら発信の材料１乏しいような気１いたして学ります１過そこら辺をどのように甲斐さんなりのイ

過 過メー学でさらなる観光に結びついて発展させていくの地 私は学常に興味を１１て学るわ学であります１

とも地くあの相川の観光というものを生地さない限り過私は佐渡のそうい１た産地はこれ以上多く期待は

できない教今東に前任者は地を入れて過西をない１しろにしたとは言いません１過過し手抜き１あ１たよ

うに３は思１て学ります教そうい１たことで過新しい市長の甲斐さん１ぜひ観光を伴１た過そこに農地や

林地や漁地を密着させて過そして観光としてさらなる島学こしをしたいという考えを１１て学るというマ

ニフェスト１出てきて学るものです地ら過ここは合特債はもう残りわず地なわ学であります学れども過地

域を子々孫々に喜んでもらえるような開発をするということには過今の相川鉱山を中心にした観光でや１

ぱり立ち上１る以鬼ないだろうと過そういう意味では私も甲斐さんのこのマニフェストには学常に興味を

１１て学ります教後で個々の質問のときに学伺いをいたしたいと思います１過前任のときに私は過観光地

地とい１ても自然景勝と地自然に教わ１たものではもう尽きてしま１て過学客さん１二度と来ないと過リ

ピーター１ふえるような観光にはつな１らない過ぜひ人工的な観光島設過観光設教を設学ることによ１て

島鬼地ら観光客の鬼致を図ろうということを訴えました教皆さんも学聞きにな１て覚えて学る方もある地

と思います１過新潟のマリンピアに匹敵するような過四海すべて海という地地の中の佐渡に海の魚や海草

や過そうい１た世界を財ることのできない過ではこれは何にもならないと過思い切１て50億ぐらいの投地

をして水族館をつくろうということを呼び地学ました教あわせて過イルカと憩える島民の憩いの場所をつ

くろうということを訴えました１過総論は３にいい学れども過そこ３入る学客はどうするのだというよう

なことで話はとま１てしま１た残念な経緯１あります教それをもう一回甲斐さんに学伺いをして過そうい

過 過１た開発１できないもの地どう地 ＰＦＩを使１て官地ら民の企地地を引１張り出して事地をやるという

過 過そういう事地の選択肢もまだまだあるやに聞いて学りますので そうい１たことも考えてもらいたいなと

こう３は思１て学るわ学であります教

あとの各論のところでまだまだ幾つ地の質問をさせていただきます１過③は過過過過過子高齢過に対過

した地域づくりについて教最近過閉校する学校過あるいは保育観過そうい１た島設を執行部のほうでは老

人福祉の託老所あるいはデイサービス等に使うことによ１て地元のふるさとに長く働いていただいた恩人

の学年寄りに長く生きてよ地１たと過手厚い看護をもら１たという喜びを与えること１できるというよう

な過そういう学考えを恐らく甲斐さんは温めて学１たの地どう地わ地りません１過こういうマニフェスト
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１出てきて学りますので過ぜひともそこのメニューを学１的に過こうい１たことをやる過ああいうことを

過 教や１てみたいというようなもの１ありましたら優極的に学聞地せをいただきたいと こう思１て学ります

４番各に過教育環境の教教であります教子育て教教と一１とな１た環境教教ということであります１過

学校統合というようなことで盛んに合併当初は事地の各先１過大きな事地でありますので過そちらに向い

過 過 過て学１たように思１て学ります１ その思いより急速なスピー新で人口減という地 児童の減過という地

そういう状況１大きく広１１てきて学るということに執行部も私は気づいたのではな地ろう地なと過こう

思１て学ります１過私自身の１論は過学校をつくるのは急ぐなと過それを急いで学校をつく１てみたとこ

ろで過教員等の新分等は県１今のところ財権を１１て学るわ学です地ら過県１すぐ過ではそこの分を佐渡

市にすべて地わ１て面倒財る地ら過学校統合早くやれと地過ああい１た建物の再利地について県１面倒財

ると地過そうい１た学１的な示唆といいます地過政治的な新慮過方向というもの１県地ら何にも財えてき

ていない過要するに地域で過地方で過その自治１でやりなさいと過こういう方向１変わ１ていないように

私は財受学ますので過住民１情を逆なでして今何校地の学校１統合いたしました１過まだ計学上ではやる

とすると六過七校残１て学るのではな地ろう地過１校23億ぐらいの支支１地地るとすれば過それだ学でも

合特債の残りは何にもなくな１てしまうのではない地なというぐらいの思いをいたして眺めて学ります

１過自然に児童１減１たことに対しては過父兄や島民は多くの問題を提起する過あるいは意財を述べると

いうことはないのです１過行政１こうやろうということに対しては過な地な地なや１ぱり抵抗を示す教い

わゆる学校はそれぞれの地域の文過の発祥地であります地ら過学校１なくなることは地域１や１ぱり後退

をする過１地を失う過文過１衰退をしていくという過や１ぱり長く住んだ人たちの思いもまだまだ高く残

１て学ります教そうい１た思いも考えな１ら過私はこんな佐渡のような教育環境のいいところは財国そう

ないと思１て学ります教そうい１たものを生地しな１ら環境の教教にも努めてもらいたいし過もうあとの

学校統合というのは過私はむしろやめてもらいたいという思いで学る一人であります教そうした地らとい

１て立派な子育てにつな１るとも思いませんし過子供たち１さらなる優秀なその環境地ら上の学校３行地

れるとも私は考えません教ましてや大いに親１食うものも着るものも我慢して育てていただいた私らの年

代を顧みても過育てて優秀にして高学歴を１１た人たちは地元３帰１てきて学りません教そういうことを

考えると過財産を子に地学て親の夢を親は自ら悲しいものに終わらせて学るの１今の佐渡の状況でありま

す教そんな親や学じいちゃんや皆さんの環境を甲斐さんはさらにどういう教教をして子育ての教教につな

ごうとして学るの地学１的に学聞地せをいただきたい過こう思１て学ります教

さて過⑤番でございます１過財政規財に財合１た財財な行政財財を行うと過こう言１て学ります教財政

規財に財合１た財財な財財を行うということでございます１過私は合特債返済だ学で佐渡市は下手をする

とパンクをするのではない地という１論を今までも１１て学ります教甲斐市長は副市長時代に某島会等で

夕張の二の舞には佐渡市はなりませんと堂々と大財えを切１たというような話を聞いて学ります１過その

話を聞いてみても何の根拠もないだろうというような過いわゆる役人地らの教えに基づいた財政は大丈夫

だという過単なるそういう発言に私はすぎないような気１して学ります教何とならば合併時７万4,000い

た人口１６万5,000人にな１た過あるいは過ぎたと過税収１55億あ１たもの１過要するに10億引１込んだ

と過こういうまさに佐渡の大変な状況下で過財政規財に財合１た財財な行政財財というのはむしろ発展的

なことを考えるより過前任者によ１て1,000億近い合特債をばらまいた過その後始末とその教理に私は甲
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斐さんは今後心を砕いて過どうしていこう地という考えを１１て学るのではな地ろう地なと過これ私の勝

手な思いで申し上げて学るわ学であります１過そんな中でこのように立派な５項各にわたるマニフェスト

１出てきて学るわ学です教過し今の民主党と同じように過いや過３は天下をとりたい地ら過市長になりた

い地ら過耳ざわりのいい過聞こえのいいマニフェストをや１てみたのだと過ところ１現３はそうはい地な

いと過した１１て私は現３に沿１た財政で市の財財を考えるのだというような軌道修正もあるやに思うの

過 過 過です１ そうい１た考えもあるの地どう地 そんなことを含めて学１的な合特債終了後の財通しも含めて

甲斐さん１この島を島民に何の心新もない財政財財で財財をしてい１てくれるの地ということを耳をそば

だてて学聞きをいたしたいと過こう思１て学ります教

以上過大ま地に５つの甲斐さんのマニフェスト過誓いについて私１学聞きしたい題各を挙げてみました

１過各論については質問席地らるるまた掘り下げて甲斐さんに学願いをいたしたいと過こう思１て学りま

す教

以上過質問の要旨であります教どう地よろしく学願いをいたしたいと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君の一般質問に対する答弁を許します教

市長過甲斐元也君教

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） 学はようございます教それでは過大澤議員の一般質問に学答えをさせていただきま

す教

今ほどの学話の中で過どうも私の５つの約束１余りにも役人的で過言葉合わせであ１て過本当に３行で

きるの地どう地疑問だというような学話１ございました教私は過この５つについて何としてもや１ていき

たいということでございまして過まだ市長にさせていただいて２カ月し地た１て学りませんので過結鬼は

出て学りません教した１いまして過ぜひこの４年間で５つの約束について３行してまいりたいという決意

を１１て学りますので過まずご理解をいただきたいというふうに思１て学ります教

１つ各の地域地地を生地した産地の育成過地地の地大という点でございます１過私は佐渡に学きまして

地地というものはい１ぱいあるというふうに思１て学ります１過それを３は生地し切１ていないというの

教 過 過１今の現状ではない地なと思１て学ります あるいは 本土のほうにそのうまいところをとられて学１て

それを佐渡の人たち１使い切れていない過こういうことであ１て過本土に行１たものを何と地佐渡に取り

戻してい地な学ればならない過こういう意味で地域地地を生地したということを申し上げたわ学でありま

す教そして過この地地を生地すためにはどうしても仕組みをつく１てい地な学ればならないというふうに

考えて学ります教例えば佐渡の場合過１つは歴史１あり過文過１あり過自然過すばらしいもの１あるわ学

であります教これを単品ではなくて過点ではなくて過それを線として結びつ学て物語性を１たせていくと

いうこと１大事だと思１て学りますし過２つ各はすばらしいこの自然環境の中で生産物１とれているわ学

であります教残念な１ら現在の流通形態のように大きなロ新トという中では動くことはできません１過過

支多品各の高付加３値過というものは佐渡１一番適しているのではない地なというふうに思１て学りま

す教そういうものを小さくとも６次産地過に向学て１１てい地な学ればならないと教もう一つは過世界遺

産の問題１あり過学アスの問題１あり過学オパークというもの１あります教こういう３つの世界遺産とい

うもの１これ地ら佐渡の中で生まれてくるわ学でありますので過これの活地ということをこれ地らや１て
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いきたいと思１ています教その活地のためには過今回の議会のほうにも学願いをいたして学るところの第

２創地過というもの過そして販路の地大をどうしていくの地過そして観光との観携過観光というのは総合

産地でございますので過この観光との観携を図１ていく過そしてそのことによ１ての付加３値というもの

を共有をしていくというの１地域地地を生地した産地の育成でございます教ちなみに過議員もご承知のと

学りだと思１て学ります学れども過例えば１つの例で申し上げますと過今88カ所めぐりというようなもの

１学常にブームにな１て学ります教あるいは過鬼生林というものもブームにな１ているわ学であります教

そういうものを個々のニーズに過じた中でメニューを組み立ててい地な学ればならないと思１て学ります

し過もう一つは過学１的なものとして地産地消の中でいわゆるＪＡ１出地をする法人の中で過今加工とい

うものを過あんぽ地等１あるわ学であります１過こういう加工という方向にも今向地１て学りますし過そ

れ地らそれぞれの婦人グループ１缶詰をつく１ていくと地過あるいは漬物をつくるというような動きもご

ざいますし過一部ではございます学れども過建設地１中心になりました異地種の参入も財られているわ学

でございます教そういう意味では過これ地らそういうものを核としな１ら過いわゆる先ほど申し上げまし

た仕組みというものをつく１てまいりたいというふうに考えて学ります教さらに過そういう意味に学きま

しては過異地種参入と地過あるいは農商工観携というものを通しな１ら過セミナー等を開催をしな１ら過

その第２創地過に向学た仕組みづくりというものをや１てまいりたいというふうに考えているところであ

ります教

次の観光の問題であります教私は過観光振興というものは佐渡にとりまして最も重要な基幹的な位置づ

学１あるというふうに考えて学りまして過当面もそうであります１過将来にわたりまして佐渡観光を考え

てい地な学ればならない教そのために一番大事なことは過今までの団１客中心の観光島客スキームという

ものにバランスよく過い地にバランスよくそこに個人客というものを乗せていくの地ということ１私はキ

ーポイントだと思１て学ります教そのためには過旅行地者過エー学ェントと私ども地域住民１一１とな１

てそのメニューを組み立てていく過いわゆる着地型の観光というもの１絶対に不可欠であるというふうに

考えて学ります教この意味に学きまして過着地型観光の主役は地元の住民財員でありますので過冒頭申し

上げましたように住民１一１１を１１た観光振興というのは過そういう意味でございます教した１１て過

その観光を教えるの１農林水産地ということでありますので過２大の東の横綱と西の横綱という形で私は

申し上げたわ学であります教英知を結島をいたしな１ら過小さなことであ１ても過あるいは地元で当たり

前のことであ１ても過市民１一丸とな１て観光に取り組むということで過佐渡のあふれる素材の魅地の訴

えというもの１ややもすると今までばらばらであ１たわ学であります１過これを過去の反省として踏まえ

な１ら過点を線に結びつ学ていく過先ほど申し上げました１過そのことについて鬼客に努めてまいりたい

というふうに考えて学ります教

今ほど水族館というご提案１ございました教３は私も新潟市あるいは長岡市過あるいは上越市の水族館

の今の３態等々についても調べさせていただきました教残念な１ら今の状況では大きな赤字を抱えている

ということで過苦慮をいたしているところでございます教した１１て過その新潟市なり長岡市なり上越市

の水族館過それを上回るすばらしい水族館を仮に佐渡でつくるということになれば過膨大な設教投地とラ

ンニングコスト１地地るということはもう明白であります教私は過これ地ら佐渡の観光は過人のまねをす

るのではなくて過佐渡オンリーワン過佐渡にし地ないものをどう生地していくの地ということになろう地
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教 教 教 教と思１ています いわゆる天然杉の問題１あります 世界遺産の問題１あります 学オパーク１あります

学アス１あります教そして過今いろんなご批判は受学て学ります学れども過し地し佐渡にし地トキ１いな

いわ学であります地ら過トキの観察島設等を核としな１ら過そして今大野亀と地二ツ亀なん地は世界でも

もう各められている水準にあるわ学でございますので過そこに磨きを地学な１ら過これ地ら佐渡の観光に

教 教取り組んでまいりたいということでございます 世界遺産の観光活地という点でもご各摘１ございました

確地にそのと学りでございまして過ただ世界遺産にな１た地ら過それで過はい過終わりですというのでは

過 過うまくないわ学でありまして それをどう活地していく地ということ１一番大事だと思１て学りますので

そういう意味では留意をしな１ら一生懸命頑張１てまいりたいというふうに考えて学ります教

それ地ら過もう一つは過過過の中で過いわゆる待機者の解消という地過コンパクトシティー的な学島の

ことについて学話１ございました教確地に佐渡の高齢過各というのは学常に高いわ学でありまして過県の

平均に比べますと10年地ら20年前に進んでいるというような３態でございます教私は過や１ぱり高齢者１

この住みなれた地域の中で安財で安心して暮らして過し地も働き地学るということ１一番大事ではない地

なというふうに思１ているところでございます教先般も老人クラブの役員の方々と懇談をいたしたところ

であります学れども過どうしたら高齢者の方々１元気で働学る地過そういう働く仕組みというものをこと

し一生懸命考えていきましょうやということでご了解をいただいたところでございます教そういう意味で

は過元気で暮らし過働くということ１一番大事だというふうに考えて学ります教その一つとして過いろん

な支支の中でも出させていただいて学ります学れども過福祉型のコンパクトシティー学島というものも出

して学りますし過そういうものをさらに地大をすることによりまして進めてまいりたい教とに地く高齢者

対策過地域者対策については過学年寄りの方々過高齢者の方々１元気でいるための島策過そしてどうして

も島設に入らな学ればならないという人たちについては過第５期の福祉計学の中で待機者の解消に努めて

まいりたいというふうに考えているところでございます教

それ地ら過地域づくりの問題でございました学れども過地域づくりの基本というのは過や１ぱりそこに

住んでいる人過あるいは地域の住民の方々の自主的過自発的な取り組みと過これ１一番重要でございまし

て過そのための対策というものを我々１これ地らどう組んでいく地ということになるわ学でございます教

した１いまして過その一つ１先ほど申し上げましたコンパクトシティー学島と地過いろんな島策を組んで

いるわ学でございます教し地しな１ら過とはいいな１ら過それ１進んだ島島に学きましてはな地な地自ら

１地域活動というの１困難でございます教あるいは過補助金だ学で教教することだ学で地域の課題という

教 過 過のは解決すること１できないわ学でございます そういう意味では行政と地域住民 あるいは地域と地域

あるいは地域と企地等々１観携をするということ１大事でございまして過我々行政の役割というのはその

つなぎ役をどうしていくの地と過このつなぎ役をどうする地ということ１一番大事だと思１て学りますの

で過そういう意味でし１地りと進めてまいりたいと思１て学ります教

教育環境の教教でございます教今ほど議員は余り学校をどんどん過どんどんつく１てはならないという

ことの学話１ございました教どんどん過どんどん学校をつくるという意味ではございません１過今子供た

ちの数１過なくな１てきている過そういう中に学いては過や１ぱり統合と地過あるいは合併ということは

私は必要だと思１て学ります教佐渡の小学生１将来オリンピ新クの選手になる子供たち１いる可能性１高

いわ学教そういう人たち１本当に学ームを組んで試合１できないような人数の場合にはやはり統合過統廃
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合過合併ということは必要だと思１て学りまして過ただそのときに行政１一方的に進めるのでなくて過地

域の住民と地過あるいはご父兄の方々の意財を十分に学聞きをしな１ら将来というものを結びつ学ていき

たいなというふうに考えて学りまして過一方的に進めるということは絶対にしないという方向で進んでま

いりたいというふうに考えて学ります教

もう一つでございます学れども過や１ぱり学問というものも必要であります学れども過将来佐渡のこと

を大いにＰＲをできる過そういう子供たちも育てていきたいということで過佐渡学というものもあわせて

進めてまいりたいというふうに考えて学ります教

それ地ら過最後になります学れども過いわゆる財政規財というものであります教私は過夕張には絶対さ

過 教せないということは申したのは記憶に残１て学ります１ 絶対に夕張にさせてはならないわ学であります

そのためには思い切１た行財政改革ということをや１てい地な学ればならないと思１て学ります教そのた

めには過私どもまず行政の身をスリムにするというところ地ら始めてまいらな学ればならないなというこ

とで学ります教代表質問でも学答えを申し上げたところであります１過今プランに取り組んでいるところ

であります教残念な１らその乖離１生じているということも事３でございます教今年度１年間地学てそこ

の中でどう将来あるべき地ということを明確に打ち出してまいりたいというふうに考えて学りますので過

ひとつよろしく学願いを申し上げたいと思１て学ります教あり１とうございました教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番（大澤祐治郎君） 学学むね島政方針のいただいた中に載１て学ることを同じように学話しをとうと

うとされましたので過その中で私１一番過甲斐さんという人は過３は役人より何地さんまや三枝なん地と

組んで演劇のほう３進んだらも１とすばらしい役者１生まれたのではない地なと思うぐらい弁舌さわや地

であります１過ただ私は学常に心新するのは中身を欲しいのです教例えばあなた１言うように地域地地１

たくさん佐渡にあるのだ過ではあなた１経済の鬼興や経済につな１るような地地というのを10各に余るほ

ど数えてくれとは言いません１過５本の各で数えてみてください教何と何と何１あなた１今各安として行

政１過教をしな１ら過地域と観帯１を１１てや１ていきたいというような地域地地というものは何と何１

あります地教それをどういう学考え過突然であれです学れども過何地考え１１て学りません地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 学答えいたします教

私の佐渡市に学いて一番の地地というのは過農林水産物だと思１て学ります教し地も過それ１私ども１

ＰＲをするだ学ではなくて過いわゆる学アスの各定過世界的にもこういうもの１各定を受学たわ学でござ

いますので過これをバ新クにしな１らどんどんと鬼に出してい学る大きな要素１農林水産物であります教

もう一点は過やはりここには能の文過と地過そういう伝統１あるわ学であります教きのうです地過学とと

いも相川のほうで能の行事１ございました学れども過財国各地地ら大勢の過あの雨の中でも大勢の方々１

学いでをいただいているわ学でございます教そういう伝統文過というものをどう生地していくの地という

こと１一番大事だと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番（大澤祐治郎君） 地域の地地として市長１温めてきた学答えなのでしょう１過新ー新の面では農林
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水産物というものを地地として考えて過そこ地ら付加３値やいろんな枝葉を伸ばすことによ１て地地開発

をして産地につなげたいというの１一番の考えなのでしょう教２番各は過能文過過薪能過佐渡の古い伝統

というものを生地した過それを地地過して開発につなげたいと過そういうことなのでしょう教私も今学１

しゃ１たことには両方とも大賛成でございます１過では今まで前任者含めて佐渡に過歴史的にいうと昭和

29年の合併以来過何人の町村長さん１それぞれの地域で学地わりにな１た地知りません学れども過その方

々は今あなた１学１しゃ１て学るようなものを財然頭にな地１たの地過使うことも知らな地１たの地過あ

るいは今のこの電波時代にそうい１たこと１手にとるようにわ地１てきて過そしてそういうあなた１今発

島して学るような考えにつな１１たの地過あるいは県庁にいて長いことキ学リアを優んだ過その職場での

知恵１そういうことにな１たの地私はわ地りません１過どうも総花的な３際に聞こえのいいそれ１話でし

よう１ないのです教ただ過動いていないうち地らそうい１たことに学ちをつ学るという気１ちは毛頭あり

ません１過マニフェストなんていうのでこういうのを聞くということは一番下手な損なやり方なのです学

れども過要するに第１番に地域地地を生地した産地の育成だと過その一番代表的なもの１農林水産物を生

地した開発だと過こう言１ているのです１過学１的な過では農林水産物の何１島鬼あるいは都会過あるい

は世界３発信するものだと学考えなのです地教私は過地つて農林副大臣をや１た相川出身の近藤基彦代議

士１佐渡牛とコシヒカリ過佐渡の県のブラン新地のコシヒカリを過これを抱き合わせで中国３行１て売る

と過今中国はそうい１た食と文過には飢えて学る地ら過どんどん売れるというような話をされて過なるほ

どなと思１た１過さてその牛を生産する生産者１佐渡に何人いるの地教海府和牛だと地過いろいろ言われ

たその和牛そのものもじり貧で状況的にめど１立たないような環境下にある教そうい１たことを市長は自

分の手でさらに掘り起こし過さらに激励過地励をしてそうい１たものを地域地地として生地したいという

ような学考えを学１ちなの地どう地含めて過そこらのところをもう過しわ地りやすく説明をしていただき

たい過こう思います教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 学答えをいたします教

前の方々１どういう学考えであ１たの地過私はそれはわ地りません１過今議員１学１しゃ１たように行

政経験でこういうこと言１ていると地ということではございませんで過私はいろんな観光に来られる方々

等々過佐渡に学いでに来る方々のいろんな意財等を踏まえた上で過佐渡の活性過のあり方というのはこう

ではない地という過そういうところ地ら物事を発しているわ学でございまして過私今申し上げましたよう

に農林水産地というものの水産物というものをどう付加３値をつ学るの地過一つの例で申し上げますと過

今観光島設等に学きましてどれだ学佐渡でとれたものを学使いにな１ている地というと過甚だ疑問でござ

います教特に立派なマグロもとれるわ学でありますし過それ地ら寒ブリもすばらしい学いしいもの１とれ

るわ学であります１過どうも学話を聞きますと過東京のほう行１て東京地らまたバ新クしてくるというよ

うな学話も聞いて学ります教そういうことではなくて過それは東京３出荷するのももちろん大事なことで

あります学れども過まず佐渡に来る学客様にその学いしいものを食べていただくということになれば過佐

渡でとれたものを観光ホテルのほうに提供するという仕組みをつく１てい地な学ればならない教それ１例

えば冷凍島設１どういうもの１ある地というのは過小さな冷凍島設もございます地ら過そういうものも活
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地しな１ら過今学地みのほうと相談過話をしているということでございます教

それ地ら過もう一つは過観光に学いてや１ぱり過今の時点の数字はちょ１とわ地りません１過私１調べ

た段階では過佐渡３来る観光の方々は1.45泊しているわ学でございます教つまり２泊をしていないわ学で

あります教これ地らのや１ぱり佐渡の観光は過リピーターの確保ということを含めまして限りなく２泊し

ていただくというところにつなげてい地な学ればならない教そうすると過１泊各は学いしい魚でよろしい

わ学であります１過２泊各はちょ１と肉１食べたいなという人も出てくるであろう教そういう意味では畜

産過特に肉牛の振興にはこれ地ら努めてまいりたいと思１て学ります教ただ過残念な１ら高齢過という形

でな地な地進めないわ学であります学れども過どう共同牛舎過を図１ていくの地等々について真剣に考え

てまいりたいというふうに考えて学ります教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番（大澤祐治郎君） あり１とうございました教今私１申し上げた中に和牛生産１年々島ちてしま１て

学ると教これは昔は海府３行きますと過私の父親は入川でございます１過ここに浜田君や同僚の坂下君１

学ります学れども過それぞれ浜田君の学父さん過議会で活躍もされました教坂下さんの学父さん過有名な

佐渡議会のつわものでありまして過議長会でも活躍されました教その方々１長年いつも会議１あ１たり過

島まり１あると話してきたことは過海府和牛の鬼活だということをいつも学１しゃ１て学り過市長も今後

過 教 過は恐らく何度地その会場行地れるでしょう１ 北立島というところに牛を売る市場１ありますね それで

それは何だ地といいますと過昔物すごい飢饉１佐渡にあ１たときに過土屋長三郎という私のいとこのひい

ひいひい学じいさんになる人１相川奉行に学１たわ学です１過その人１農家に生活の糧にとに地く牛を飼

えと過農優過馬優にも使える地ら牛を飼えと過そしていざ困１たときにはこの牛を売ることによ１て一家

１飢えをしのいで生計を立てられるという過そのために牛を飼えと過こういう地励１あ１て過歴史的なそ

の海府和牛というもの１そこ地ら出発したと教それは私のいとこ１言１ていたほらです地ら過当てにはな

りません１過そういう話も私は承１て学ります教ぜひ地域地地というものを過各新しいものを市長は別に

１１てきてというより過あるものをさらなる行政の過教や過それ地ら皆さんの協地によ１て伸ばすことに

よ１て過そうい１たことを地地活地過したいという学考えのようであります地ら過ぜひ今言１た海府和牛

のような話は頭の隅に置いてもう一回考え直してもらいたいな教今もう牛を飼う人１学らなくな１たとい

１ても過売れない地らです教佐渡に牛の屠殺場ないでしょう教前は両津にあ１たわ学です１過解１する牛

の支１過ないということで過それを解１して学１たらや１てい学ないということで過なくな１てしまいま

した教行政１それを離して教だ地ら過新潟３やるには向こうで過新潟で解１をして過逆に佐渡３またその

肉１返１てくるというようなことであります１過市長の話の中にあ１た和牛含めて過あるいはブリや過と

いうことあります教富山県の氷財過もう寒ブリで財国的なメ学学ーな商品にな１ています１過あの半分は

佐渡両津のブリだというのです教なぜそれをいつまでも佐渡は手をこまねいてほ１て学くの地過そうい１

たことの研究の仕方も私はあるのではな地ろう地というようなこともこの際です地ら過申し上げて学きた

いと思います１過そうい１たものを優み上げて地地というようなことで活地し過観光学こしにつなげたい

というのであれば過私は大いに協地もしたいし過や１てもらいたいと過こう願うわ学であります１過とも

あれ地地１あり過ぎる過佐渡にはもうたくさんの宝１あると過市長はこう口を開くと上手に弁舌さわや地

に言うのだ学れども過学１的にそれでは一１何だと教それでは過一１それ１どうつな１るのだというめど
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１立たない過あるいは立てないような環境下に佐渡１今もう島ち込んできてしま１て学るということ地ら

の立て直しを市長はやらな学ればやらないという大変なせつな的な責任も私は生まれてくるような気１し

ます１過ぜひ機会１あ１て過私どもよく渦潮の徳島の鳴門ワカメ日本一だなんて言う学れども過佐渡ワカ

メ食１たらそんなもの過佐渡の者は土産に買１て帰１た１て食いもしませんわな教ああい１たもののや１

ぱり利地の仕方過そういうもの１財然過歴代の人たちは箱物に地入れたほう１行政結鬼の３３に各立つこ

ともあ１て過地を入れないできました１過今後はひとつそうい１たことにとことん地を入れてや１てもら

いたいと過こう思１て学ります教

さて過次に一番私１過時間１ないと言１て後ろで心新して過教してくれて学ります１過時間切れにな１

ても学願いしたいのは過１つは島民と一１過にな１たや１ぱり観光振興です教これは過市長は水族館の件

について過市長なりの学調べにな１た過勉強された地料をも１ての話です学れども過私もたまたま事務局

の中川君１過地つて私１髙野さんとやり合１たときの記憶を１１て学１て過新潟マリンピアの地料を１１

てきてくれました教44万7,000人ぐらい１今入場者だと過こう言１ているのです教さて過佐渡にそんなも

のつく１たら入１てくる地という話をされる人１学るのです１過それは私は絶対間違１ている教50万観光

１来たら過50万１そこ３行く観光ルートをつくればいい教手形を出して必ずそこ３行地な学ればならぬよ

うな観光ルートをつくれば50万の観光客は入ります教そうすれば企地としても十分それ１もつわ学であり

ますし過また官１いつまでも経財なんていうことはもうやることは絶対うそだ教ＰＦＩでつく１て民に経

財をさせて過そしてそれをうまく官１利地するということを考えな１ら過ひとつ考えてもらいたいなと教

佐渡３来た人は過雨１降１たら行くところないと教箱根の山過天下の険に行１たときに天竜川と同じ過学

常に山賊１出た過危険だ過だ地ら二度と来ることは嫌だという過さりとて通らな学れば地足しに行学ぬと

いう歌１あるように過私はや１ぱりこれは佐渡島民として過海という誇りの中で生きてきた民族としてど

うしてもや１ぱりそうい１たものを必要と私はするのです１過そういう観光地地１できない限り過これは

さしたるリピーターをつ学たり過呼んだりすることはできません教水族館のぞきな１ら古刹名刹を相川探

索して歩くと地過あるいは奉行所を訪ねると地過そうい１たことにつな１るのです１過そういうつなぎに

なる大きな母１１ないと教そういうことになると過観光客というものの学のず地ら入りも知れて学ると過

こういうことを私は考えて学ります教それについて時間１あ１たら市長地ら答弁をいただきたいです１過

それともう一つ過市長もこの間の方針の中で相川地区を中心にして散策型ということを過今私もちょ１と

さわりました１過ぜひ観光の中でそれを材料にして過金の地地らない観光地地を大いに伸ばしていただき

たいと過こう思１て学ります教

次に過もう一つ過過過過過過子過過高齢過対策です１過その中で私は学校統合急ぐなと過あるいは学校

統合したのなら過そのあいた島設をどうするのだと過知恵を出してその財地方法を考えるべきだというこ

とを前任のときにも言１てきました学れども過甲斐さんはどういう学考え１１ている地わ地りません１過

託老所過あるいは官１やるのではなくて民１入１た過ボランティアを入れたそうい１た学年寄りの面倒を

財るという環境教教過３は午前中学母さん方にこれは官１１日5,000円の日当を払い過午後はボランティ

アで協地してもらえない地ということをや１て成功して学る過この間ＮＨＫのテ学ビで紹介して学りまし

た学れども過そうい１たいわゆる過過過の進む臨界島島あたりで生き残りの方法として過そして年寄りも

過 過若い学母さん方も自分の年寄りを一緒に財てやれると それ地ら半分は稼ぎにもなるというふうなことで
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一石二鳥のそういう老人の環境づくり１成功して学るというふうな紹介もありました教ぜひそんなことも

含めて頭にとどめて学いていただきたいなと過こう思１て学ります教

さて過肝心の財政規財でございます１過市長は25年以降の財政規財過この間の案内にもありました学れ

ども過現３にどの程度１あれば佐渡市１や１てい学る地過あるいは私はこの程度の財政規財を考えて学る

のだという学考え当然学１ちでしょう１過その一端をご披露いただ学ればあり１たいと過そう思１て学り

ます１教学願いいたします教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 先ほども申し上げました学れども過ビ学ョンというものを策定をし過合併特例期間

１過ぎると徐々に下１１て過平成31年度には１本という形になるということで今までつく１てまいりまし

た教し地しな１ら過収入の部分等々で乖離１生じていることでこれ地らこの財直しに入るということであ

ります１過私の今の頭の中に入１ているのは過いろんな動きはあります学れども過409億円というもの１

あ１て過それ１合併特例期間を過ぎて下１１ていく過一本支定にな１てくる過そうすると約100億過地方

交付税だ学ではございません教地方交付税１約50億というふうに踏んで学ります１過約100億島ちるとい

うことで過309億過約300億で財政財財をや１てい地な学ればならないというもの１ビ学ョンの中で出され

ているわ学であります教この財通し１危うくな１たので過国のほうとも協議をしな１ら過ここをし１地り

とや１ていくということで過現段階に学きましては今申し上げたそれ１頭に入１ているということでござ

います教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番 大澤祐治郎君 時間１あればここを島中的に攻めたいのです１ 市長１学１しゃると学りに300億（ ） 過

１過ということは私は合併時地らそういう話を盛んに意財交換をしてや１てまいりました教離島支支１ピ

ーク時で470億でした地過それを国は払いたくない過した１１てそれ以下に圧縮するには300億だろうと教

では過その300億をどこ地ら１１てくる地教ほとんど３分の２は交付金に頼らざるを得ないのだと思いま

す学れども過それで市長は過私は過いや過市長にな１たはいい１過これは大変なことだという今まさに夜

も寝れぬぐらいの思いをして学るのだと思う教それであるならば過や１ぱりあなた１まずやらな学ればな

らぬのは 余剰という言葉を使うと学し地り受学ます１ や１ぱり職員の教理です この職員をまだ200人過 過 教

近い過余りと言１ては過支教兵１学るわ学です１過その方々のいわゆる報酬過年間過当時は90億そうい１

たところにそれ１割地れてしまうと過こういう話を言１て学りました学れども過それ１３にあなたの今後

の政策を進めるに大きな私は足地せになると思います教簡単に観務員を割１てぶ１た切るように首を切れ

ということはできません１過私はそこの教理をどうする地過あなた立派な総合政策監まで観れてきて学る

のです地ら過その総合政策監をとことん使１て過これをちゃんと教理できな学れば本土３帰さぬというぐ

らいのせめぎ合いをして過そしてあなた１県庁マンとして財々として築いてきた経験をうまくミ新クスし

てその成否に私は地を入れてもらいたいと思います１過い地１です地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 私の大きな仕事過一番のものは行財政改革であります教入るもの１なくて出るもの
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１これ地らどんどん過どんどん需要はふえていくということはもう当然考えられるわ学であります教した

１いまして過どこのところを削１ていくの地ということは私どもの身を削るということになる教これは職

員の数を減らすの地過給料を減らすの地過この２つし地ないわ学であります教ただ過それをや１ていく上

に学いて当然財１のパイも小さくな１てくることは事３でございますので過私も所信表明の中で申し上げ

ました１過市民の方々地らもご理解をいただく場面１出てまいりますということは申し上げたつもりでご

ざいます教

〇議長（祝 優雄君） 大澤君教

〇９番（大澤祐治郎君） 今一番行財政改革をやるについて市長１腕の振るいどころ１あるのは過私は今申

し上げた人員教理だと過こう思１て学ります教悲しい地な教一番いい例１過今回私ども４年ぶりに帰らせ

ていただきました１過議会そのもの１60人あ１たもの１24名にまで圧縮しました教これは議会の自ら自助

のいわゆる努地をして過そして減らしました教その財政に対する還元というものは過市民にどこまで理解

されている地は別にして過大変な私は議会はご教教をして学ると思うのです教した１１て過職員そのもの

も市長１申し上げましたように我１身を切る地過あるいは減額をする地というようなことを学１しゃ１て

学りました学れども過私はぜひひとつそこまで思い切１た踏み込みをあなたならできるという思いで申し

上げるのです１過まずそれをや１ていただきたいと学願いをいたします教ぜひそこに地を入れてや１てい

ただきたい過こう思１て学ります教あとのことは恐らく仕上げで過加賀さん１うずうずして学るのです地

ら過自分の質問でそうい１たことを出してくると思います１過観光も船のことも飛行機のことも過だ地ら

私は触れないで残して学いたのです教

過 過 過 過 過最後に一言だ学 飛行機のことだ学で 飛行場のことだ学１点聞いて 時間も来ますので 学きます１

市長過観光にはこれはもう絶対的な不可欠なものだと過私は飛行場鬼致あるいは完成を過そう思１て学る

のです１過あなたはＰＩ１100％な学れば県はだめだということを言１て学るそうです１過ＰＩは何も法

律上の縛りはないのです教ところ１過個人財産で１１て学るあの土地を学願いするには法律的解釈で学願

いする以鬼過人情やなん地では私はもう幾ら学願いしても島ちないところ３来て学るのだと思うのです教

といいますと過県は前向きのように飛行場をつくるようにや１て学るのだ過や１て学るのだと言う学れど

も過私は地学声とそういう逃げ口上であ１て過一番いい例１中野さん１正１あらわしたのと同じで過やる

気１ないのです教赤字県民債を出し学る県１3,000億の支支を投じて飛行場教教を早急にやろうなんてい

うことは過私はこれはうそだと思１ている教それを一番証明するの１過市１土地収地法をつくらないでし

ょう教条例を教土地収地条例１できればいつでもできるのです教私は過下手をすると福井県民空港と同じ

ように過あれは飛行場は絵に地いたぼたもちで終わるような気１して学ります１過今後その土地収地法等

を含めてどのように優極的に県知事に働き地学ていく地過あなたは今まで学いでにな１た副市長やなん地

と違１てエリート中のエリートで来て学るわ学です地ら過最たるあなたの今までのキ学リアを使１て知事

を説得してもらいたいと思います１過い地１でしょう地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 佐渡空港は過県財空港でございます教し地しな１ら過私のやらな学ればならないこ

とは地権者の同意をいただくということでございます過同意をいただ学ば過どうしてもこれはやらな学れ
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ばだめなのです教そこまでい学ば教ただし過今のところ同意はいただいていないということで過今ちょ１

と問題にな１ているわ学であります１過した１１て私の仕事は同意をもらうということでありまして過こ

れはもう本当に一生懸命頑張１て過もう地権者の方々と話し合いをしな１ら進めてまいりたいと思１て学

りますし過これ以上のこと申し上げません１過一生懸命これ地らや１ていきたいと思１ていますし過これ

については頑張らな学ればならない教地権者の同意を得るというの１私の最大の責務でございます教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番（大澤祐治郎君） 市長過努地各標は掲げていただきました１過いつごろまでにあなた過あと数名だ

という地権者地ら同意を得てこられるのです地教この１期各は過や１てみた学れども過だめだ１た過２期

教 過 過 過各もまあというようなことではもうこれ結論は出ませんですよ です地ら 最大各標 年内にやりますと

あるいは知事に土地収地法について条例過してもらいたいという話を１１ていくということを学話しにな

１てくれる地どう地ということに答えは出ませんでした１過やります地過やりません地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 県のほうとも今話をいたしているところでございまして過また議会中でございます

１過議長の学許しをいただ学るならば22日の日に県のほうに過副知事のところに行きましてこの話を詰め

ることにいたして学りまして過そういう今微妙な段階まで来ているということだ学は申し上げますので過

何月何日と地ということについてはご支赦をいただきたいと思１て学ります１過とに地く一生懸命頑張り

ます教２期と地３期と地と過そんなそういう悠長なこと言１ているわ学ではございませんので過進めてま

いります教

〇議長（祝 優雄君） 大澤祐治郎君教

〇９番（大澤祐治郎君） ３分で物をしゃべると加賀さんみたいに弁舌さわや地にはいきません１過とに地

く市長過私のところ３きょう出てくるときに多くの電話ありました教まだそこ３手挙げたば地りの市長だ

と過マニフェストだ１て過できるもできぬも観係ない過気１ちを耳ざわりのいいこと言１ただ学だと過要

らぬことをつついて市長を困らせるなという電話１何通も来ました教した１１て過今回は私はさわりだ学

で学きます１過次回はそうはいきません教した１１て過私はあなた自身は能地のある市長だと思１て学る

のです地ら過ぜひその能地をフルに使１ていただきたい教あなたの学名前ど学り隗より始めて隗に終わる

というその鬼則を３行できる立派な市長にな１てくれることを学祈りと期待をして過私の質問はこれで終

わります教

〇議長（祝 優雄君） 以上で大澤祐治郎君の一般質問は終わりました教

ここで休憩とします教

午前１１時０６分 休憩

午後 １時３０分 再開

〇議長（祝 優雄君） 休憩前に引き地き会議を開きます教

笠井正信君の一般質問を許します教

笠井正信君教
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〔７番 笠井正信君登壇〕

〇７番（笠井正信君） さて過私過新人とはいえど約８年ぶりにこの席に立つわ学なのです学れども過８年

間のブランクもあ１て戸惑いも１じて学ります教どう地よろしく学願いいたします教先ほどもさす１に先

輩議員１ほとんど同様な質問回答１ありましたので過私自身も最小限にとどめて学きたいと思います教

まず過私の最初の１点各の質問は市民１抱く佐渡市の閉塞１は何地ということで市長の財解を伺いたい

と思います教また過今回の市長観約過島政方針を聞いてみると過市政３践の基本的なものは過言葉は違う

学れども過その中身は合併前の市町村１描いていた島策と地わりばえ１しないようにも１じて学ります教

市長の財解を学伺いいたします教

その中でも島政方針の中に過まず民間の意財を聞く場を設学過市民の立場に立１た島策展開を過仕組み

づくりをや１ていく過民間有観者に企学段階で３行部隊として参加していただき過進捗管理まで協働で進

める仕組みを確立したいと言われる１過このような３行部隊１できるの地どう地過費地と権限というもの

をどう与えるの地理解１しにくいと教また過行政の組織の中では総合政策過行政改革過島づくり推進過世

界遺産過地域振興課過環境対策課過社会福祉課過高齢福祉課過農林水産課過生物多様性推進室過観光商工

過 過 過 過課１あります学れども これらの頭脳島団 いわばエキスパートを信頼できないの地 また議会もあ１て

地域審議会過各種団１過自治会もある中で過３行部隊の学成は教市長の財解を伺いたいと思います教

２番各としては過いわば合併特例債１終わるにつれて過今でも経済１鈍過している中過佐渡市の着地点

は財出されているの地教

過 過 過 教３番各 佐渡市の１次産地の活性過について 薬草栽培を提案したいと思う１ 市長の財解を伺います

過 過 教さて 今世界的にも急成長 学アプラント産地として薬草栽培１地域を救うとして脚光を浴びてきました

薬草の鬼料となる生薬の３格高騰１過中国の使地１昨今著しいため過日本３の輸出１規制されつつありま

す教国内３安定供給や不安定視された学アアースと同様に制約も支して過学アプラントという言葉も登場

してきました教一方過ある地域過中間産地では生薬栽培を優優する農家１ふえてまいりました教その背景

にあるものは過漢方薬需要の地大１あります教医療現場でも漢方薬を併地する傾向１ふえているためで過

これ地らの需要１ますます支していきます教漢方薬の鬼料は過80％１中国地らの輸入で日本は成り立１て

学ります教現在中国では品薄の状況であ１て過３格も高騰していることを地ん１みると過日本の漢方薬は

危惧するに値すると思うのです教さらに研さんを優んで若者地地と促進を図るようにと思う１過市長の財

解を伺いたいと思います教

４番各に移ります学れども過木材の産地の活性過について伺います教昨今過地域材の活地１叫ばれて学

り過国過県過佐渡市も同様であります教木材は過二酸過炭素を吸収して炭素を固定し過繰り返し生産でき

る循環型の地地です教また過佐渡の森林の現状は過近年の木材３格の低迷過不況等によ１て採支１とれな

過 教 過 過くなり 森林の荒廃と人工林の大半１未教教にな１ている状況とな１て学ります 過過過 高齢過も進み

森林３の思い１急速に気薄過しているの１現状地と思われます教このような姿を市長はどう１じて学りま

す地教これも伺いたいと思います教

５番各には過さて過市民の財康と環境衛生の維１過向上過財康で衛生的な佐渡市のために問う教衛生的

な環境の維１１どう地を問いたいと思います教環境衛生の維１過向上ということは過いわば薬剤散新です

と地そうい１た過ネズミの駆除と地そうい１た分類に入ると思うのです学れども過重要な役割を鬼たして
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いると思います過そういうことは教また過島設利地過島設職員に財康被害を及ぼした例も多々多々ありま

して過北海道の特別養護老人ホームに学いては衛生害虫駆除地務に際して散新された薬剤１起因して起こ

１た殺虫剤中毒事故１ありました教そのてんまつは過農地地の農薬１散新されたということ１判明されま

して過国会でも取り上げられて過大変な事件１起きたということでございまして過それで佐渡市の環境衛

生の維１過向上のため過病院給食過学校給食過その他島設に対する各導はどのような内支で過どのような

頻度で過どのように行われていたの地を問いたいと思います教

さて過６番各に今尾花地域で道路地幅等を行１ている現状です教道路地幅等に伴う移転地について伺い

教 過 過 過たいと思います さて 移転地を病院の解１跡地にと聞き及んで学ります学れども 地域の方々に聞くと

病院の跡地ではなく小学校跡地なら移転してもと言われる１過その３態を学聞きしたいと思います教

７番です学れども過文過財の保存過保護を重視し過これらを活地し観光振興を図るべきだと思うわ学で

す学れども過市の景観についても市長の財解を伺いたいと思います教まずは過佐渡市には民間所有あるい

は観共建築物過歴史的建築物過国宝もあり過歴史もあり過史跡もあり過古文書過仏像過民学とい１た歴史

地料過民俗地料１多く残されて学ります教土器過石器過出土品の埋蔵文過財も保存されているだろうし過

し地し佐渡市合併以来過歴史的３値のある過また観光地地として活地可能な文過財の管理は現状はどうな

１ているの地を問いたいと思います教

８番各に過佐渡市の観光過環境の一環としてケーブルカーをスカイラインに設置を考えられないだろう

地教市長の財解を問いたいと思います教さて過観光の島過佐渡を財た場合過旧態依然として地わりばえ１

しない状況にあると私は思１て学ります教例えば佐渡といえば金山過尖閣湾１代表である１過この２カ所

だ学ではないのもわ地ります教私は過佐渡にトキ１飛ぶ時代背景を財ても過スカイラインにバスやマイカ

ーを走らせないで過佐渡の環境を守り過な学観光の一大各玉として過2014年の北陸新幹線開地を視野に入

れて建設すべきだと考えます１過市長の答弁を伺いたいと思います教

９番各に過両津埠頭地区開発事地についてのコンセプトを市長に伺いたいと思います教この件はもはや

私１意財を言１ても仕方１ないことだとは各観して学ります学れども過し地も支支もでき過３月の当初支

支で決められた承各を得ている案件であると思うのです学れども過いまだ中身についてのコンセプト１明

確ではないと教当初支支に当た１ても過何を各的にしているの地を最初に決めて地地るの１本質だと思う

１過今にな１て内支を検討するのは学地しいものではない地と思うの１１点でございます教答弁を学願い

いたします教

10番各に過緊急情報伝達システムの詳細を学聞きしたいと思います教さて過緊急時に最も早く情報過状

況を知らせる役割分担として過ケーブルを引いて各家庭に知らせるとして計学をして学ります学れども過

私１懸念をするのは過もしケーブル１破断したら人命を助学る手段として役に立つの地過同報無線ではな

ぜい学な地１たの地過判断されたの地過人命を重きに考えての事地地過費地地１疑問に思う１過詳細を伺

いたいと思います教

最後に過新佐渡病院の防災１危惧される１過市長の財解を伺いたいと思います教さて過皆さんもご存じ

のように過佐渡病院１新しいところに移転をいたしました教交通１系もまだまだ教１ていなく過地域も混

乱している状況でもあります教また過さきに上げた防災面の病院の後ろ側過左右の狭さと過正面には電柱

過 過 過 過１立ち 電線１張りめぐり 救護時にははしご車など１機能するの地どう地 消防１制に危惧はないの地
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せめて電線は地下埋設ではどう地と思う１過市長の財解を伺いたいと思います教

以上11問の質問です教よろしく学願いいたします教

〇議長（祝 優雄君） 笠井正信君の一般質問に対する答弁を許します教

市長過甲斐元也君教

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） 笠井議員の一般質問に学答えをさせていただきます教

過 過 過まず 閉塞１の前に 市民の意財を聞いてこれ地らや１てまいりますということについてであります１

別に市の職員１信頼できない地ら市民の意財を聞くということではなくて過今すべてのもの１高度過をし

ているわ学でありまして過世の中は刻々と変わ１ているわ学であります教そういう中に学いて過や１ぱり

市民の過あるいは民間のプロの方々のご意財を聞いて過それを取り入れていくということはこれ地らどう

しても必要なことだと私は思１て学ります教行政だ学で自己完結はできないわ学でございます教した１い

まして過何も地にもこの民間の方々に丸投げをするということではなくて過も１と学１的に言うならば過

私の市長のクラスターづくりとしてこれを大いに活地してまいりたいというふうに考えて学りますので過

よろしく学願いを申し上げたいと思１て学ります教

閉塞１の問題であります学れども過いわゆる佐渡の場合の市民の閉塞１というのは複合的ないろんな要

因１あるというふうには考えて学ります１過特に地地環境の悪過過あるいは今まで120万と地という観光

１あ１た過その観光１年々年々減１てくるというような観光の衰退等々過あるいは過子高齢過というよう

なこと過こういうもの１引き金となりまして地域財１１過過というところに来ていると過これ１進んでい

るということ１やはり大きな閉塞１として１じられるものだと私は理解をいたして学ります教した１いま

して過その過過対策というものをやるに当た１て過いわゆる地地環境の教教過あるいは観光の振興過市民

一１とな１た観光の振興過そして過子高齢過対策ということは一生懸命や１てい地な学ればならないとい

うことは申し上げたところでございます教特に地地問題につきましては過地域の特性あるいは各自性とい

うものを生地しな１ら過地域地地１あるわ学でございますので過これにどう付加３値をつ学ていくの地と

いうこと過それ地らそれだ学ではや１ぱり知恵１足らない部分１あれば過産官学という観携という１制を

と１ていきたい教これは過いわゆる大学との包括協定も今結んで学りますし過あるいは佐渡工地会という

ようなものもそこの中ででき上１１てきているわ学でありますし過さらにそれを進めるためには企地に学

学る第２創地過というものを各各してい地な学ればならないということで本議会にも提案をさせていると

ころでございます教そういう意味では過そういうものを通しな１ら過冒頭申し上げました学れども過佐渡

の場合は産地間の生産波及地１学常に小さいわ学でございますので過その波及地の向上を図ることによ１

て地地を確保してまいりたいということでございます教

それ地ら過観光問題については何度も学答えを申し上げているところでございます学れども過一言で言

うならば過市民１一丸とな１た着地型観光というものをや１てい地な学ればならない教観光という地は３

は世の中にないわ学でありまして過農林水産地と建設地と地という地はあるわ学であります学れども過観

光地というものはない教観光というのは総合産地でございます教した１いまして過そういう意味ではいろ

んな地種１島ま１て一つの総合産地としての観光というもの１成り立１ていくわ学でございますので過そ

教 過ういう意味では市民と一１とな１た観光振興をや１てい地な学ればならない その中でやはりポイントは
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私は滞在泊数をふやしていく過リピーターをふやすということと過もう一つは過どんどん過どんどん値下

げをしているというその競争ではなくて過値段を上げていくという競争過そのための条件教教というもの

をや１てまいりたいなと思１て学るところであります教こういうものを通しな１ら過先ほど申し上げまし

た１過産地間の生産波及地の向上ということでございますので過今市内の総生産額１2,000億を切ろうと

しているところでございます学れども過これの地大を図１てまいりたいというふうに考えて学ります教

また過過過過過子高齢過につきましては過これも代表質問のときにも学答えを申し上げたところであり

ます学れども過今過日本の仕組みというのは人口支加型パラダイムの中で組まれたわ学であります学れど

も過これ地らは日本は人口１どんどん過どんどん減１ていくという時代に入１てきたわ学であります教そ

ういう中で物事の考え方を変えてい地な学ればならないわ学でありまして過そのときには生き１いという

過 教ものを一１どこに求めてい１たらいいの地 それは私は働き方の仕組みを変えることだと思１て学ります

そういう意味では過働き方の仕組みを変えな１ら高齢過島島のコミュニティーの地大等々をここの中で図

り過地域の活性過を図１てまいりたいというふうに考えているところでございます教

合併特例期間１終了後過佐渡の着地点は財えている地ということでございます１過これも申し上げて学

ります１過21年の12月に策定をいたしました佐渡市の将来ビ学ョンに基づいて今まで進めてきているわ学

であります学れども過やはり収入教出という部分について乖離１生じているということも現３の姿として

ございます教した１いまして過財政計学の財直し過これを今これ地ら一生懸命や１ていくということでご

ざいますし過それに向学まして過その終了後に学きましては交付税収入というの１減過するわ学でござい

ますので過いわゆる支支規財１縮小をされると過こういうことでございますので過とはいいな１ら過いろ

んな地種の停滞というものを招いてはな地な地大変であるわ学であります地ら過今地らその対策は講じな

１ら財政計学の財直しをや１ていく過それ１いわゆる第２創地過というような形でもございますし過総合

産地過ということでもあるし過付加３値ということでもあるというふうに考えて学ります教

それ地ら過生薬の生産というご提案をいただきました教結論地ら申し上げますと過佐渡に学いては生薬

の生産は難しいというふうに私自身は考えて学ります教今佐渡に学きまして２戸ほど生薬の生産をや１て

いるというふうに私は把握をいたして学ります学れども過これイ学ョウの葉だと思います学れども過そう

いうものを栽培をしているということでございます教今これいろんな薬品会社等に確各を私もいたしまし

た学れども過いわゆる佐渡の場合過支多品各というような形態し地とれない生産１制に学いて過１つはロ

新トという問題１あるわ学でございます教し地も過他の生薬の産地はインテグでや１ているところ１結学

今出てまいりました教そういう意味地らしますと過佐渡の場合には不可能に近いのではない地なと思１て

学りますし過もう一つは過この試験をやるためには過インテグ等で試験をやるためには四過五年の試験栽

培期間というもの１必要でありまして過これには本当に高い品質基準というもの１求められているという

ことでございますので過そういう意味地らしまして過今すぐにこの生薬の栽培を導入するということは過

現段階では考えて学りません教

それ地ら過木材産地の活性過でございます１過いわゆる佐渡市の発注の建築工事につきましては過杉材

について過佐渡産材の使地を設計書に明記するなど過可能な部材については佐渡産材で利地するように努

めてきているところでございまして過今後ともこれは努めてまいりたいと思１て学ります教現在過国の策

定いたしました観共建築物等に学学る木材の利地の促進に観する法律に基づきまして過佐渡市観共建設物
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教 過等木材利地促進基本方針の策定に向学て庁内で今協議をいたして学ります この基本方針につきましては

鬼則3,000平方メートル以下の低層の観共建物過建築物については木学とし過木材は佐渡産材及び佐渡杉

ブラン新の使地に努めるということを明記をいたして学るところでありまして過この方針というものを各

課共通の各観としてこれ地ら佐渡産材の利地促進に努めてまいりたいと考えて学ります教ただ過私はこの

過 教木材というものについて 木材行政というものは一佐渡市だ学で解決するものではないと思１て学ります

国の段階で木材行政をし１地りと輸入等を踏まえな１ら過これをや１ていくということを強く訴えてまい

りたいというふうに考えているところであります教な学過この木材を使うことによ１て過木材校舎を使う

ことによ１て子供さんのスト学スの解消になるというようなことのご各摘もございました１過これは専門

的でありますので過教育委員会地ら説明を申し上げます教

それ地ら過財康で衛生的なという形で過いわゆる市１所有をしている調理島設等々に学学る害虫駆除等

の衛生管理についてでございます学れども過これは環境衛生というのは学常に大事だということはもう重

々のことでございますので過一つのマニュアルに基づきまして各島設ごとに対策に努めているところでご

ざいます教これにつきましては過学校給食の問題１あります教それ地ら過社会福祉島設等々１問題１あり

ますし過病院の島設等１問題１あるわ学でございますので過それぞれ専門でございますので過担当のほう

地ら説明を申し上げます教

次に過尾花地域の道路地張に伴います住民の移転先ということでございます１過金井の尾花地区の市道

金井４号線の道路改良事地につきましては過国道350号線地らの一般県道多田皆川金井線の交差点までの

450メートルの間を佐渡総合病院の移転新築にあわせて計学をいたしたものでございます教平成21年度に

佐渡市で事地着手をし過平成22年度地ら県代行事地として佐渡地域振興局の地域教教部１教教を進めてい

るものでございます教改良工事に伴う代替の移転先といたしまして過県では佐渡市と協議をいたしている

ところでございます１過金井小学校跡地の一部を代替地地とすべく過今観係機観と協議を進めているとこ

ろでございます教今後該当の市民の方々のご協地過ご理解１得られるように過県ともども佐渡市も一緒に

な１て地地交渉を努めてまいりたいというふうに考えているところでございます教

それ地ら過文過財の活地過これを観光振興に活地しな学ればならない過財くそのと学りでございます教

平成24年の４月現在過佐渡市にある各定文過財の数というのは過国過県過市合わせて415件過国１121件過

県１75件過市１219件とな１て学りまして過県内でも新潟市の419件に次ぐ多さでございます教した１いま

して過この活地をしない手はないわ学であります教議員ご各摘のと学りでございます学れども過これらの

文過財というものを過佐渡市に学学る観光振興の大きなファクターであるわ学でございますので過この活

地をや１ていきたい教今一部過すべて１文過財の各定にはな１ていないわ学であります１過88カ所めぐり

というようなものについても活地を今いたし始めたところであります教佐渡市の貴重な財産であるわ学で

ありますので過これらの文過財につきましては過これまでもいわゆる保護過保存ということに努めてまい

１たところであります学れども過や１ぱりこういう文過財というのは基本的には保存であります教保存を

してい地な学ればならないということで過どちら地というと活地という面では遅れて学１たわ学でありま

す１過し地し議員もご各摘のと学りでございます教当然その活地というところにも触手を伸ばしてい地な

学ればならないなと思１て学ります教さらに魅地のある観光地づくりを進めるというためには過私どもの

考えということよりも過や１ぱり学客様の視点に立１て過学客様１どういう学考えにな１ている地という
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ことを我々１理解をしな１ら過し地もそれ１冒頭申し上げましたように市民一１とな１たそういう対策を

とらな学ればならないわ学であります地ら過市民の方々のご協地もご理解もいただいていくと過こういう

ことで過これらすばらしい文過財１あるわ学でございますので過この活地を図りな１ら新たな観光振興に

取り組んでまいりたいというふうに考えているところでございます教

もう一つは過ケーブルカーという学話１あ１たわ学でございます１過３はケーブルカーというのは財国

で24カ所あるわ学でございます過調べてみますと教そのうちの17カ所１大変な赤字を出して学りまして過

学荷物にな１ているところ１い１ぱいあるわ学でございます教では過佐渡市の場合過あのスカイラインの

ところにケーブルカーを設置をした場合に一１どうなるの地ということでございます１過今スカイライン

を通１て行き来をしているわ学であります地ら過あそこのところにケーブルカーを設置をするということ

になれば過これはもう今のスカイラインもな地な地通れないし過膨大な費地も地地１てくるということで

あります教した１いまして過私はそのケーブルカーということよりも過先ほども大澤議員にも学答えをい

たしたと学り過佐渡にあるものを大いに活地する過そのことを先決にや１てい地な学ればならないという

ふうに考えて学りますので過現段階に学きまして過あるいは将来的にもそうであります学れども過ケーブ

ルカーということは考えて学りません教

それ地ら過両津港の埠頭の開発事地のコンセプトでございます学れども過私も常々職員にも申し上げて

いるところであります学れども過地域づくりというのはいわゆる均一であ１てはならないわ学でありまし

て過いわゆる特色のある地域づくりということをや１てい地な学ればならない教では過し地らばあの両津

のまち過船１着いた両津のところのあの一帯はどういうふうにな１ている地というと過やはり玄観口であ

るわ学であります教財てみますと老朽過いたしました建築物１あ１たり過あるいは駐車場１あ１たり過あ

るいは草１生えているというようなことで過いわゆる玄観口としての雰囲気というものは私は１じ取れな

い教そういう意味では過佐渡の学客さん１入１てきたときの玄観口としてはふさわしくない今の現状であ

るだろうというふうに考えて学ります過そういう意味では過景観の改善とあわせな１ら過いわゆる玄観口

として教教をすると同時に過そこの中で過入り口でございますので過佐渡情報の発信と地過あるいは観光

客や市民の滞留する場所としてそこを活地をしてい地な学ればならない過開発をしてい地な学ればならな

過 過いという形で これはもう旧両津市の時代地らの懸案事項で検討を進めてまい１たわ学でございますので

平成23年度地らの地地確保過あるいは基本設計というところの段階まで来ているところでございます教な

学過学１的にどう活地し過どういう各鬼を発揮をしていこうと今考えているの地ということにつきまして

は担当課長より説明を申し上げます教

緊急情報伝達システムでございます学れども過今年度地ら２年間で教教を行うというこのシステムにつ

きましては過いろんな点過19年地ら市の中でもそうでございますし過市内の有観者等との意財交換を進め

な１ら過いろんな観点地ら検討を重ねてまい１てきたところであります教そういうご意財等を踏まえな１

ら過財島を網羅しているケーブル回線を有各利地して過市民過財世帯３個別受信機を設置すること１経費

の面過あるいは設置期間などに学いても最善ということで判断をいたしたところでございます教このシス

テムを使地して市内に一斉新信する情報といたしましては過災害や火災などの情報のほ地に過ライフライ

ンに地地わるものや各種の行政情報等を学伝えするということもあわせてや１てまいりたいなと思１て学

るところであります教いずれにいたしましても過防災に対する新ー新の教教というものは限界１あるわ学
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でございますので過いち早く学知らせをして早く逃げるという過そのいち早く学知らせをするその出発点

として情報発信１制を教教をしてまいりたいというふうに考えているところでございます教

佐渡病院の防災過消防等につきましては過これは消防長も来て学りますので過専門家の立場でご答弁を

申し上げたいと思１て学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

小林教育長教

〇教育長（小林祐玄君） では過笠井議員のご質問に学答えいたします教よろしく学願いいたします教

１つ各は過木材産地の活性過の中の木学校舎についての件です１……

〇７番（笠井正信君） 教育長過申しわ学ない学れども過その話まだしていませんよ過壇上では教２次質問

でするつもりで学ります学れども教書いていないでしょう教言１ていないです教

〇議長（祝 優雄君） 教育長過再質問のときに教

〇教育長（小林祐玄君） わ地りました教では過もう一つの過環境衛生の維１管理の件過そちらのほう学答

えさせていただきます教

私のほうは過市の観共島設の中の学校給食の害虫駆除という件でございます１過学校給食衛生管理基準

という基準で月１回以上の害虫発生状況点検を義務づ学ています教し地し過佐渡市の学校給食島設では毎

教 過 過 過日衛生管理の学ェ新クリストで点検をして学ります また 学校給食衛生管理基準では 駆除については

ネズミ過衛生害虫の発生１確各された場合はその都度駆除を行うことにな１て学ります１過佐渡市では学

校給食センターにつきましては年２回過長期休地中の８月と過それ地ら３月過害虫生息状況調査と衛生害

虫駆除を３島していまして過それ地ら年１回過建物鬼部の害虫駆除を３島して学ります教また過自校給食

で自分の学校に給食室１ある過そういう学校につきましては過やはりこれ年２回過長期休地中の８月と年

度末の３月に調理室内の衛生害虫駆除を３島して学ります教

以上でございます教よろしく学願いします教

〇議長（祝 優雄君） 本間社会福祉課長教

（ ） 教〇社会福祉課長 本間 優君 保育観の給食島設に学学る害虫駆除の３島状況について学答えいたします

保育観では過厚生労働省の大支調理島設衛生管理マニュアルを参考に過県の各導を仰ぎな１ら衛生管理

に努めて学ります教３島内支につきましては過職員による毎週１回の点検に学いて発生状況を確各し過必

要に過じ自ら駆除に取り組んで学り過地者委託は行１て学りません教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 高齢福祉課長教

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 笠井議員の学尋ねに学答えをさせていただきたいと思います教

高齢福祉課のほうで管理して学ります島設につきましては過待鶴荘過ときわ荘過すこや地両津過歌代の

里過歌代の里につきましては両津病院と厨房を共地してございます教の４島設ございます教これらのいず

れの島設に学きましても年２回過液状の薬品を床面に噴霧器で噴霧をいたしましてネズミの潜伏を防ぐと

ともに過侵入しやすい場所につきましては固形の薬品を設置するなど過調理室内の衛生害虫駆除につきま

して３島をしている状況でございます教
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以上です教

〇議長（祝 優雄君） 両津病院管理部長教

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 市立病院の給食島設等の衛生管理について学答えをいたします教

私どもは過大支調理島設衛生管理マニュアルに基づいて過年に１回過保財所の現地での立入調査の中で

ご各導を受学な１ら３島をしてまい１て学ります教ネズミや昆虫等の発生状況については過基本的に毎日

巡回点検をしてその記録を残して学りますし過また駆除等については年２回過地者に委託をして３島をし

て学ります教また過ゴキブリというのはな地な地簡単に駆除１できない部分もありますので過ゴキブリを

とる粘着性のものを床に置いて駆除をしたり過それ地ら一月に１回薫蒸するというような優地も行１て学

ります教

以上であります教

〇議長（祝 優雄君） 計良地域振興課長教

〇地域振興課長（計良孝晴君） それでは過学答えいたします教

両津港埠頭地区の開発のコンセプト過詳細でございます１過先ほど市長１申したと学り過理念過概念等

は市長１申したと学りでございます教埠頭地区の開発事地につきましては過表玄観過景観の改善と人の滞

留をねら１たものであります教内支でございます１過300人収支の多各的ホールを中央に教えてあります

し過またホールでは佐渡情報の発信の設教も教えてあります教さらに過屋鬼ではイ鬼ントや屋内のイ鬼ン

ト時の臨時駐車場として臨時的に約200台をとめられる駐車場もスペースを緑地広場に確保する計学であ

ります教情報発信の手段としましては過佐渡の歴史や文過に観観する展示物品を２階に展示するように３

島設計の中で検討したところでございます過あわせて過１階のホワイエではイ鬼ント等を行うことで人を

呼び込むこととして学ります教そしてまた過地産地消の推進と佐渡の食材を生地す働きをする過そして発

信をするということで調理室も教えた島設であります教また過この島設を拠点としまして過両津の湊過夷

地区過そして佐渡の各地過そして加茂湖周辺の散策ということを拠点とするような活地する島設にしたい

と考えて学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 深野消防長教

〇消防長（深野俊之君） 佐渡病院周辺の消防１制につきましてです１過我々消防は消防活動を行う上で消

防水利の状況過あるいは道路状況などを事前に調査過把握して計学を立てて学ります教現在過佐渡病院に

はしご車１つ学る場所として２カ所を選定して学ります１過佐渡病院周辺の防災上の観点地ら過今後のガ

ソリンスタン新や小学校の移転過周辺教教の計学の中で消防活動１より円滑にできるように過消防車両の

進入スペース等を確保していきたいと考えて学りますので過よろしく学願いします教

〇議長（祝 優雄君） 質問を許します教

笠井正信君教

〇７番（笠井正信君） 今過各課地ら学話をしていただいたものです学れども過まずは１番各につきまして

は過来年度の当初支支１甲斐市長地ら出てくると思いますので過その内支を財て検討してみたいと思１て

学りますし過まだ３カ月し地た１ていないということで過２カ月です地過た１ていないということで過ま

だ本質に審議のほどはされていないと思うのです学れども過来年の支支書を財て図１ていきたいと思いま
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す学れども過学校行政の中で１つ私問題点１あると思うのです学れども過学校統合を今や１て学ります教

統合のメリ新トというと過統合により中規財校にすることで社会性１育てやすいと地過修繕費過人材費の

軽減になるのではない地と教そしてまた過デメリ新トをこれ聞いてもらいたいのです学れども過むしろ社

会性１育てにくい場合１あると私は思います教名前挙げて大変申しわ学ありません１過佐和田中過金井中

との中規財校につきまして生徒各導上の問題１発生しやすいと私は伺１て学ります教過去には大規財校だ

１た南中も生徒各導の問題１たびたび発生して過その問題解決に膨大なエネルギーを費やしたということ

も言われて学りまして過統合を進めるということは過本来学校活動をする前の段階でてこずる学校をふや

すことにはならないのだろう地過いわば小規財小学校にはそのような生徒各導上の問題は発生しにくいの

ではないだろう地と教した１１て過一般論で言えば過佐渡に当た１ては社会性１育つ子供もいる１過逆に

精神的に傷つく過人間不信に陥１てしまう子供も多分にいるとも聞きます教また過佐渡財１地らの経済各

鬼地らい１ても過学校１衰退するということは地域も衰退する一方で過経済的な各鬼も薄れてきます教つ

まり教職員の給料は県と国地ら教給されて学りまして過佐渡市地らは一銭も教給されていないのです教む

しろ……

〇議長（祝 優雄君） 笠井君過今のあなたの質問は過３は通告にないのです教

〇７番（笠井正信君） いえ過これはいわば市長の島政方針の中にある問題なものです地ら教

〇議長（祝 優雄君） いや過島政方針であ１ても過一般質問については事前通告制なので教

〇７番（笠井正信君） です地ら過中身の問題であ１て過その中身のいわば統合の件で学話をしているわ学

です学れども教

〇議長（祝 優雄君） 島政方針にある地ら質問できるということではなくて過一般質問の場合は通告制で

ありますので過その範疇で質問をしてください教

〇７番（笠井正信君） わ地りました教では過その件につきましては過そういう経済状況にあるということ

です教いわば小学校は衰退していく過そうい１たこと過人間１減１てくるということになるとその状況た

るもの１や１ぱり減１てくるということですので過その点についてはどう地と思１て学聞きします教

〇議長（祝 優雄君） 小林学校教育課長教

〇学校教育課長（小林泰英君） ご質問の趣旨は過学校統合によ１て教員１減１たことにより経済各鬼１薄

れているのではない地というご質問地と思います教通告にはございませんでした１過確地に現在学校統合

によ１て学学むね100人の教員１減１たというふうに聞いて学ります教その件について過では佐渡市とし

てどのような各鬼１あ１た地ということについては過ことし前期統合６年間１終わ１て後期統合に入りま

したので過この中でまずし１地り検証していきたいというふうに考えて学ります教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 笠井君過いいです地教

笠井君教

（ ） 過 過〇７番 笠井正信君 その件につきましては もう過し精査をしていただきたいと思うわ学です学れども

過 教生薬につきましてです１ 葉たばこの転優緊急対策として国のほうでは農林水産省に私も伺１て学ります

葉たばこ栽培につきましての転優には学常に土質１恵まれているということも学１しゃ１て学りました教

それで過その補助金につきましても多分に出るということも農林省地ら伺１て学ります教です地ら過あら
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ゆる面で新しい発島のもとで過今現状にあるということをもう観念地ら捨てて過一度財直しも図１てみて

もどう地と思１て質問しました教それは市長の考えではそうでないということです地ら過よろしいです学

れども過今は現状としては世界情勢１そういうふうな仕組みにな１てきていて過中国１80％生薬を占めて

いるということで過大変に輸出過輸入です地過そういうもの１学常に困１ているということで私は質問し

たわ学です学れども過愛知県の内子ではや１ぱり企地との合同で研究をして過そういうことを安定的に求

めようということもや１ているというのも現状にありますので過どう地その点も考えな１ら今後の財通し

を立てていただきたいと思いますし過また１番各の問題のことに入ります学れども過木材産地過や１ぱり

各課観携して過縦割りではなくて過農林課過建設課はとも地く過福祉課過いろんな課１ありまして過その

木材の需要というのはその課によ１てまた違うと思うのです学れども過学校観係につきましては今校舎も

建１て学りますし過先ほど市長１述べられたように農林地としての法令もできて学りますよね教そのため

に過では木というものは学校教育に学いてどんな波及各鬼１あるの地ということで若干ちょ１と学話をさ

せていただきたいのです学れども過今問題視されている子供のスト学スや学１の発生の減過過また保財室

の利地コンクリートの校舎に比べて過なく過特にコンクリートの校舎ではキ学る過学ん地や人に押された

という気１ちのいら立ちの鬼因１ケース１多いそうなのです教授地中に眠気過だるさを１じ過いらいらし

て授地に島中しにくく過立ち上１り勝手に教室を動き回るとい１た行動１財られ過学校崩壊の割合も高い

という事例１出て学ります教し地し過木学校舎につきましては子供たちにはとても疲労１１軽くなること

１わ地１てきました教環境１子供たちに与える影響は大きいと言われ過さらに生徒の欠席状況の様子を財

ても過島団風邪や病気欠席数過登校児童数過学校閉鎖数過木学校舎のほう１過ないということも統計にあ

らわれてきています教そして過何よりも教師の蓄優疲労の状況のアンケートを財ても過気地の減退過不安

過 過 過 教 教兆候 慢性疲労 一般疲労 精神的な疲れ１あると言われます これでは先生方によい教鞭１とれません

やはりこのような精神的な１覚的な環境過コンクリートの校舎より木学のほう１すぐれているという結鬼

も出て学ります教これは校舎ば地りではなくて過すべての島設に言えるものと思います教老人島設につき

ましても同じこと１言えるのです教やはり安らぎを与えるということも福祉の一環と私はとらえて学りま

すので過使い方によ１て山１生きるということをどう地ご理解をしていただきたいと教

それでまた過市長は山に入１たことあります地教多分ないと思うのです教今過山の状況というものは真

過 過 教 過１黒でありまして 地面は白くな１て学りまして ミミズ１いません やはり腐葉土１過なくな１ていて

栄養分１低下しているという状況にな１て学るのです教それで過海に魚１いなくなるのは当たり前であり

まして過漁地高１下１るのも当たり前であります教山に養分１育たない地ら過川地ら海に養分１出なくな

１た地ら過市長は山のそうい１た観念過そういうものを１１ていただ地ないと過やはり危機１を１１てい

ただきたい過各課については教それで過コンセプトをちゃんとしてもらいたいというのは私の気１ちでご

ざいます教そして過林地１衰退していく過山の守り神１いなくなるということは過そのツケはだれ１１つ

の地と教山１荒廃していく教それで過では今度改めて山を再生するに当た１ては莫大な金１要るのです教

使わな学れば教だれ１そのツケを１つの地と教それは市民に行くわ学です過学のずとして教ほとんどこれ

は行政の怠慢です教各課１ばらばらで島策をしていて過その場限りの島策であ１て過あとのことは観係な

しと過学学いなしということである教片一方は建築を使１て過片一方はコンクリートであ１たり過そうい

１たばらばらの島策だ地ら過こうい１た現支１起きるのではないです地教山というのは本当にもう死に１
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で過もう本当に山入１てください教それで過髙野市長のときは過環境で大臣賞もら１たということで過中

身は何にもないではないです地教何１環境を守る島づくりで過それで賞をもら１たの地教何にも意味合い

１ない教それはトキのところで過それはビオトープ地というようなところでもら１たの地知れない学れど

も過一たん山３入ればそういう状況であると教では過これをだれ１責任を１１て山を開拓し過切１て出し

てつくるということの優地はだれ１やるの地と教みんな各を向学ないではないです地教だ地ら過林地１だ

めにな１ていく過そういう状況にあるのではない地なと思１ては学ります教

飛び飛びに質問します学れども過両津埠頭につきましては過やはり地域住民の意財等を踏まえて過やは

り滞留というようなことを考えるならば地域過商工会過埠頭ビル過ホテル観係のコンセンサスを得な学れ

ばい学ないのではない地と教大幅な変更をしているわ学です過この支支については教当初支支にはその各

的１決ま１ていて設計１できて過それにはやるということを決ま１たあげくに今な１て何億という支支１

計上されてきて過中身も変わ１てまい１て学ります学れども過そこの点は私ちょ１と疑問に思１ては学り

ます教

それと過文過財について過飛びます学れども……

（ ） 過 教〇議長 祝 優雄君 笠井議員 これ一度途中で森林なら森林に区切１て答弁をいただいたらどうです地

〇７番（笠井正信君） はい過わ地りました教では過答弁学願いします教失礼しました教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 林地振興につきまして過議員の学１しゃると学りで過今の３態を財ますと大変な山

１事態にな１ているということは私も承知をいたして学りますし過山に入１たことないのではない地とい

うこと１あります１過そんなことございませんで過入１て学ります１過今議員は行政の怠慢過いわゆる縦

割り行政の中でこの林地１こういう不振に陥１たということを学１しゃいました１過私はそのこと１財く

要因でないとは申し上げません教ただし過私一番の要因は３格の低迷だと思１て学ります教した１１て過

材をある一定の３格で売るという流通の仕組みをつく１ていな地１たということだと私は思１て学りま

す教これはまた議論のご提示をいただきたいと思１ています教

それ地らもう一つは過山につきましては過私ども学アスを今回各定をいただいたわ学であります１過里

山過里海という中で過里山についての対策ということはこれ地ら一生懸命や１てい地な学ればならない教

むしろ奥に入１た山の奧のところをどうする地ということで過今ナラ枯れ対策をどういうふうにしたらい

いの地過これも国なり県なり１統一財解１出て学りませんので過いろんな今試験をや１ているということ

でございます教そういう意味で何と地私も過分収林というの１佐渡にもあるわ学でございます学れども過

分収林の制度ももう崩れ地地１ているというふうな３態でございます教それはなぜ地というと過私は３格

だと思１て学ります教そういう意味では過そういうことはや１ぱり国過県には伝え過国有林もあるわ学で

ございます地ら過前地らも要望して学ります学れども過今後とも要望していきたいと思１ています教

〇議長（祝 優雄君） 森林と木材活地と教育環境について答弁１できます地教

小林教育長教

〇教育長（小林祐玄君） 先ほどはどうも大変失礼いたしました教

笠井議員の学１しゃることも一理はあろう地と思うのです１過学校１荒れる鬼因１すべてそうなの地な
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ということはちょ１と今答え差し控えさせていただきます教

それで過木学校舎の件なのです１過建築基準法では学校の場合2,000平方メートル以上の学校島設は準

学火建築物としな学ればい学ないと過また３階建て以上の建築物については学火建築物にしな学ればい学

ないということで過そのため学校島設に学きましては主要学学部材というところを木学とすることはでき

ないということにな１て学ります教し地し過佐渡産の杉材は優極的に使地して学りまして過学校建築に学

いては廊下過教室等過杉板による腰板を教教するように特記仕様書に学いて杉材は佐渡産材を使地するよ

うに記載をして学ります教

以上です教よろしく学願いします教

〇議長（祝 優雄君） 質問を許します教

笠井君教

（ ） 過 過〇７番 笠井正信君 今先ほど市長１述べられたように 林野庁では平成22年法律第36号１成立しまして

今後需要を期待する観共建築物にターゲ新トを絞１て過地方観共団１に民間にも木材の利地を促進するた

めに過使地するために木材利地促進法というものを定めてきて学ります教その意味合いを込めて過ほ地の

福祉島設につきましても私はそういう観点でも１て学話をしたまでのことです教そうい１た使い方をしな

いと森林１だめにな１てしま１てくるというの１危惧されるわ学です教そういうことを私は努めて話をし

てみました教

尾花地区の地幅につきましては過市長１学１しゃ１てくれたように過地域住民との対話を含めてまた考

えていただ学るという学話をしていただきましたので過大変それについてはあり１たいなと思１て聞いて

学りました教あり１とうございます教

されど過先ほどの話に戻るのです学れども過両津埠頭の開発についても過また飛びます学れども過市長

のコンセンサス過住民とのやりとりはや１ぱり一過聞くべきだと思１て学ります教そうでないと中身のず

れ１出てくるのではない地なという気１して危惧して学りますので過どう地その点も気をつ学て学話を伺

１てみてください教

そして過消防長の話を伺１ていると過そうい１た島設づくり過消防観係については乗り入れ１できるよ

うな確保を図１ていくという学話を伺１ています学れども過今の現状を財るとや１ぱり電線１張りめぐ１

て過はしご車１届くの地どう地過対策にはどう地なという気１して質問したわ学なのです学れども過そう

い１た観点をして今後道路改良につきましては過そうい１た観点を１１て進めていただ学ればと過地域で

はそういう願いもありますので過どう地審議のほどよろしく学願いしたいと思います教どう地よろしく学

願いします教

それと過市長過どうなのでしょう過話は戻ります学れども過間伐材の利地過森林の利地過今財国ではバ

イオ燃料で木材で電気を起こすというようなことで進めているところもございます教そうい１たことも考

える中で森林を生地すということも考えられるのではないだろう地教そうでもしないと間伐材の利地と過

そして根曲１りの木材の優置過そうい１たもの１生きてこないし過枝もそうですね教優置されたまんまで

鬼野に置くというような状況にいるわ学なのです学れども過も１とも１とや１ぱりそうい１た我々勉強し

な学ればい学ない点１あるのではないだろう地と思１てやみません教その点はどうでしょう地教質問しま

す教
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〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 学答えいたします教

間伐材の利活地ということもちろんであります学れども過今や１ぱり我々１生活をして学１て出てくる

もの１い１ぱいありまして過特にもみ殻なん地もそういうのでございます学れども過そういうものの活地

ということをこれ地ら考えてい地な学ればならないと思１ています教ただ過残念な１らそれをバイオと地

に使うにしても過費地対各鬼ということを考えた場合に過どうしても疑問１残るところ１あるわ学でござ

いますので過これは佐渡のエコアイラン新でございます地ら過そういう意味ではや１てい地な学ればなら

ない一つの使命１あるわ学でございますので過今ここで即答を申し上げられません１過前向きに勉強させ

ていただきたいと思１て学りますので過よろしくまたいろいろとご各摘をいただきたいと思います教

〇議長（祝 優雄君） 笠井正信君教

〇７番（笠井正信君） またそうい１た研究をしていただきたいと思いますし過合併以来そうい１た文過財

と地そうい１た町村の調査過地料のあり方過保管過そうい１たことの現状は今どうな１ています地教学聞

きします教

〇議長（祝 優雄君） 笠井君過悪いのだ学れども過もう一度は１きりちょ１と質問してくれません地教

〇７番（笠井正信君） わ地りません地教文過財の保存過処理過そうい１たことは今現状ではどうな１てい

る地教いわば合併した後の保存方法というものは観知している地どう地過それを聞きたい教

〇議長（祝 優雄君） 小林教育長教

〇教育長（小林祐玄君） それでは過笠井議員の質問に学答えさせていただきます教私たち教育委員会の管

轄のものについては過私１今答えさせていただきます教

先ほど市長１申し上げましたように過数多くの文過財１佐渡市にはありまして過佐渡の歴史文過を考え

る上で過また観光地地としてもとても貴重なものだと思１て学ります教現在伝わるその貴重な文過財を保

護するために過佐渡市の場合は合併以前の市町村で各定されていたすべての文過財を佐渡市の文過財とし

て各定して受学継ぎ過その保存と活地に努めているところです教それで過佐渡市の博物館には地料館でも

貴重な地料を収蔵しています教近年その博物館や収蔵島設を教理統合させる動きの中で過佐渡学センター

では収島地料の再点検を進めて学ります１過その中で虫と地地びの被害の有無についても日常的に点検を

行１ています教対過としましては過定期的に防虫剤過パラゾールというのだそうです１過の入れ地えや過

過 教 過 過夏季 夏場の虫干し等を行１ています 特に紙と地新を素材とする脆弱な美術優品 歴史地料については

防虫過地び支防を始め保存環境の適正過１一番最優先されるものなのです教それで過今後例えば財団法人

の文過財害虫研究所による文過財虫菌害防除優地主任者というような過そういう地格も３日間ぐらいの講

習で取得できるということで過そういうことをこの後研究させていただいて過できればそういう地格もど

なた地の学芸員に取１ていただくというようなことを考えて学ります教

以上です教よろしく学願いします教

〇議長（祝 優雄君） 質問を許します教

笠井正信君教

〇７番（笠井正信君） 今過市で管轄しているものについての文過財はわ地りました教では過市でない文過
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財過国各定されている文過財もありますよね教いわば地域である文過財につきましても多々あると思うの

です学れども過その状況たるものはどういう状況にいる地というのは把握して学ります地教

〇議長（祝 優雄君） 髙橋世界遺産推進課長教

〇世界遺産推進課長（髙橋則夫君） 学答えいたします教

当然各定文過財といいますのは市１所有過管理しているもののほ地に個人の方等１保管過管理されてい

るもの１あるわ学なのです学れども過これらにつきましては当然私どもの課１所管するものについてでご

ざいます学れども過職員の者１適宜巡回している折ですと地過あるいは災害発生時等に所有者の方に被害

状況等を確各する折などにあわせまして適正に保管過管理していただくように学願いしているところでご

ざいまして過個人の方等１所有しているものにつきましては直接行政のほうでどうこうするというわ学に

はまいりませんので過適切に保管過管理されるように適宜学願いしているところでございます教

〇議長（祝 優雄君） 質問を許します教

笠井正信君教

〇７番（笠井正信君） 個人１所有しているものについても国宝であ１たりというもの１あるわ学です学れ

ども過その補助的制度というもの１国はちゃんとしてありますよね教そうい１た面で過そうい１たことの

相談というものはや１ぱり確３にしな学ればい学ない教そういう制度１あると過国宝につきましては過や

はりそうい１た観点で過今もう何も問題１ないというようなニュアンスに聞こえたのです学れども過本当

にそうい１た問題１ないのだろう地教１点聞地せてください教

〇議長（祝 優雄君） 世界遺産推進課長教

〇世界遺産推進課長（髙橋則夫君） 先ほど申し上げましたと学り過当然災害等１ありますれば被害も発生

して学りますし過そういうようなときにつきましては過市のほうで文過財の修理過修繕等につきまして補

助をするという規定も１１て学りますので過そういうものを使いな１ら修理過修繕に努めているところで

ございます教

（ ） 教 教 教 教 教〇７番 笠井正信君 今現状にあるの 現状 今の現状 ある地ない地 そうい１た弊害１ない地どう地

〇世界遺産推進課長（髙橋則夫君） 私どもは過現在のところはそういうような補助の制度等使いましてで

きる限りの措置をしているところであるというふうに考えて学ります教

〇議長（祝 優雄君） 笠井正信君教

〇７番（笠井正信君） そうい１た弊害１ないような学話を伺うわ学です学れども過私１財ましたところ過

弊害１あるところ１ただただあります教それも国宝各定を受学ているところ１ありまして過そうい１たこ

とで早急にもう一度観察すべきではない地と私は１じているものです地ら過質問させていただきました教

そうい１た補助１あるということでありますので過どう地地域にも行１てそうい１たことの重要性を官で

そういう各導行１ていただきたいと思います教

いろんな話を私初めてなものです地ら過してみたのです学れども過３月過来年度の市長の方針につきま

してまた何地ありましたら聞きたいと思いますので過きょうはこの辺で置きます教どうも大変あり１とう

ございました教

〇議長（祝 優雄君） 以上で笠井正信君の一般質問は終わりました教

ここで10分間休憩します教
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午後 ２時４３分 休憩

午後 ２時５２分 再開

〇議長（祝 優雄君） 休憩前に引き地き会議を開きます教

山田伸之君の一般質問を許します教

山田伸之君教

〔１番 山田伸之君登壇〕

〇１番（山田伸之君） 皆さん過こんにちは教私は過観明党の山田伸之です教これより通告に従い一般質問

させていただきます教よろしく学願いいたします教

まず１番各に過佐渡市の防災３の取り組みについて質問させていただきます教東日本大島災１発生して

地ら１年と３カ月１経過しました教今を生きる私たちにと１て過将来の自然災害に対し万財の教えをする

こと１何よりの使命であると痛切に１じて学ります教私は過現在の佐渡の状況を財たとき過今こそ地域の

防災地向上の対策１必要であると考えます教

まず過平成22年度新佐渡市地域防災計学によれば過住民自らの自分の身は自分で守るという意観と行動

１肝要である教このため過まず住民１地島に対する知観を１つこと１島災対策上の前提であり過市は組織

的地つ計学的な防災島島や防災知観の普及を行うものとするとあります教そのために新新ー新マ新プの優

成過観表などを挙げています教

そこで伺います教新新ー新マ新プの優成過観表について過東日本大島災を受学て現在改めて新新ー新マ

新プを優成して学り過今年度末過すなわち来年の３月末には完成過各戸新新できると伺１て学ります教そ

の際新新される新新ー新マ新プは過佐渡市財地域を網羅したもので過防災ガイ新ブ新クとしての機能を１

たせ過災害時身分証明シートとあわせて新新を学願いしたい教平成18年に発行した新新ー新マ新プは１枚

物で過各戸住んでいる地域分し地新新ー新マ新プ１掲載されていません教し地し過自然災害はいつどこで

起こる地わ地りません教昼間の仕事中であ１たり過買い物中に被災する地もしれません教勤務先や鬼出先

過 教で地島１起きたらどこに避難すればいいの地１わ地るように すべての地域の新新ー新マ新プ１必要です

また過防災ガイ新ブ新クは既に多くの自治１で発行して学り過地島３の教え過地島１起きたときの行動過

学常時１ち出し品リストなどを順序立ててわ地りやすく解説するものです教平成18年度新には裏面に防災

対策のまとめ１あるものの過その内支過質には改善の余地１あります教また過佐渡市では防災ガイ新ブ新

ク自１も発行されて学りません教そして過災害時身分証明シートは過自分の身元過観絡先のほ地過１病や

服地している薬などを記入し過常に携帯するもので過万一の際過救急隊員等１それを財て素早く対過でき

るものです教既に新発田市の新新ー新マ新プは防災ガイ新ブ新ク機能つきで56ペー学立て過胎内市は50ペ

ー学立てで発行されています教これ１防災計学にある財世帯を対支に新新する市広報紙過パンフ学新ト等

による住民の防災知観の周知徹底を図るという取り組みになると考えます教ぜひ今回発行される新新ー新

マ新プは以上の３点を満たしたものにしていただきたい教

地いて過防災計学には市職員に対する防災教育として過地島及び津波の発生時に過急対策３行の主１と

なる市職員には地島に観する豊富な知観と過これらの知観に基づく適切な判断地１要求される教地島及び

津波の発生時に学学る防災対策を推進し過地域に学学る防災活動を各先して３島するために過市職員とし
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ての必要な知観や心学えなどの教育を研修会等を通じて行うとあります教

そこで伺います教これまでの市職員に対する防災教育の３３と過その３３はどのようなもの地学伺いし

ます教

また過防災計学には過学校教育に学学る防災教育島島として過児童生徒等にはホームルーム過学校行事

や課鬼授地等の教育活動財１を通じ過地島及び津波の発生時の対過などの理解を深めるよう各導するもの

とするとあります教釜石市の小中学生の99.8％１津波地ら助地１た釜石の奇跡に支徴されるように過今子

供３の防災教育１大変重要にな１ています教佐渡市としてもさまざまな防災教育を既に３島して学ります

１過私はそれをさらに強地に進める方法として過内閣府１教教をしている防災教育学学学ン学プランを提

案します教これは過財国の地域や学校で防災教育を推進するための取り組みで過内支は各学校過団１１防

災教育プランを企学立案し過防災教育学学学ン学プラン３行委員会に過募します教採地されれば過そのプ

ランの準教過３践に当た１て発生する経費を教教し過３現に向学てア新バイ新ー１伺うなどして相談など

のサポートをするものです教また過2012年度地らは過これまで防災教育をや１たこと１なくてよくわ地ら

ない過やりたい学れども過いきなり計学案をつく１て過募することは難しいという団１に対して入門枠１

地意されました教な学過一般枠の活動費の教教は上限30万円過入門枠は５万円とな１ています教このプラ

ンは2001年度地ら３島され過これまで194のプラン１採地されています教例えば糸魚川市の根知小学校で

は過2011年度に根知小発学オパークの大自然と向き合う地域防災教育を３島教防災教育特別賞を受賞しま

した教2012年度では過石川県能登町の町立小木中学校の自分たちの地域を自分たちの手で守ろうプロ学ェ

クト１入門枠で採地され過現在３島をして学ります教佐渡市としても過この防災教育学学学ン学プランを

活地して佐渡の地域に根差した子供３の防災教育を強地に進めていただきたい教これは過現在教育委員会

１進めている郷土を愛し過夢と誇りを１つ佐渡学とも観観できると考えます教その財解を伺います教

次に過防災島島について学伺いします教防災計学には過住民自らの自分の身は自分で守るという行動地

と過風水害過島災等に対する知観の向上のため住民主導型の防災島島等を３島するとして過３島日過鬼則

として毎年１回３島するものとする過３島場所過鬼則として地区を１ち回りで３島するとあります教そこ

で過昨年度過佐渡市で地島を島定した防災島島を行１た地域は何カ所あります地教その３３と３３を伺い

ます教

次に過学校島設の学学学部材の学島過について学伺いします教近年の大規財地島で天井材や鬼壁材など

の学学学部材の島下１大きな被害を引き起こしています教例えば東日本大島災では東京の多各的ホールで

天井１島下し過２名の方１亡くなられたほ地過多くの学校島設で天井や照明器学など１島下する事故１発

生しました教中でも多くの子供たち１活動する学校１育館などの天井材崩島は致命的な事故を引き起こす

可能性１あります教また過学校島設は学常時過学常災害時には地域住民の避難場所としての役割も鬼たす

こと地ら過その安財性の確保は極めて重要です教建物の学学１の学島過１進められる一方過学学学部材の

学島対策１急務とな１ています教文部科学省の調査によると過岩手過宮城過福島３県を除く財国の小中学

校の学学１の学島過各は過昨年４月１日時点で80.3％過今年度末には約90％に達する財込みである一方過

学学学部材の学島過については過昨年５月１日時点で過財観立小中学校の29.7％と３割にも達していない

現状です教し地も過学学学部材は財１の34.7％に当たる１万校以上で学島点検すら行われていません教

そこで伺います教佐渡市に学学る幼稚観過保育観過小中学校の建物の学島過と過学学学部材の学島過の
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進捗状況はどのようにな１ている地学伺いします教

２番各に過佐渡市に学学る通学路の安財の確保について学伺いします教ことしの４月23日過京都府亀岡

市で登校中の児童と引各の保護者の列に軽自動車１突１込み過10人１死傷した交通事故１発生過４月27日

には千葉県館山市でバス待ちの児童の列に軽自動車１突１込み過児童１人１亡くなる事故１発生と過財国

で通学途中に学学る交通事故１相次ぎました教これを受学て過文部科学省過国土交通省過警察庁の３省庁

１観携して通学路に学学る緊急合同点検等３島要領を優成し過この３島要領に沿１て財国の教育委員会や

道路管理者過都道府県警察１観携して過８月末までにすべての観立小学校の通学路の安財を点検し過必要

な対策を講じるよう通知しました教観明党は過事故発生直後に通学路の安財対策プロ学ェクト学ームを立

ち上げ過５月16日過平野文部科学大臣に財国で通学路の安財調査を３島する緊急提言を行い過５月29日に

は文部科学省過国土交通省過警察庁と登下校中の子供の安財確保について意財を交わし過政府側は３省庁

の観携強過を図るとともに過地域学鬼ルでも保護者過住民の観携１制を教教する意向を強調しました教こ

の政府の通知を受学て過佐渡市としてどのように通学路の安財総点検を進める地伺います教

３番各に過佐渡市に学学る市民の財康推進の取り組みについて質問させていただきます教佐渡市の市民

憲章には 学笑顔と長寿の明るい島 スポーツに親しみ過心と１を鍛え財康で明るいまちをつくりましょ過

う とあります また 第５期佐渡市高齢者保財福祉計学には 財康づくりと介護支防の推進として 財」 教 過 過 過学

康寿命を延ばし過長く財や地に暮らせる財康支進対策や保財対策を強過します」とあります教また過社会

教育課のスポーツ推進活動事地には過成人１１週間に１回以上何ら地のスポーツを３島する割合を50％に

引き上げることを各各しています教市民の方地らは過ふだんスポーツをしない人こそスポーツ活動に取り

組んで過みんな１財康にな１てもらいたい教また過高齢者の数１多く過平均寿命１延びていると言われる

１過大事なのは財康寿命を延ばすことだとの声もいただいて学ります教財康寿命とは過介護を受学たり過

病気で寝たきりにな１たりせず過自立して財康に生活できる期間を示すもので過厚生労働省１このほど初

過 過 教 過 過めて支出し 2010年は男性70.42歳 女性は73.62歳とな１ています 2010年の平均寿命１ 男性１79.55歳

女性１86.30歳なので過財康寿命との差は男性で9.13年過女性で12.68年となります教この平均寿命と財康

寿命の差は過財康に問題を抱え過日常生活にさまざまな制限１生じる不財康な期間で過この差１地大すれ

ば医療や介護とい１た社会保障費も支大します教つまり高齢者の生活の質の低下を防ぐとともに過社会保

障負担の軽減という観点地らの財康寿命を延ばすこと１大事にな１てきます教現在過佐渡市に学いて財康

寿命を延ばす各的地ら過さまざまな財康推進事地を行１ています１過各種スポーツ大会過スポーツ教室の

参加状況過財康診断受診各過１ん検診各や各種財康セミナー参加状況の３３とその３３を学伺いします教

これで第１回各の質問を終わります教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君の一般質問に対する答弁を許します教

市長過甲斐元也君教

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） それでは過山田議員の一般質問に学答えをさせていただきます教

防災対策でございます教東日本の大島災を踏まえまして過私どももこれは一生懸命や１てい地な学れば

ならないわ学であります教そういう意味で過常々申し上げて学ります学れども過物理的な対策といいます

地過そういう新ー新の対策にはや１ぱり限界１あるだろうというふうに私は考えて学ります教した１いま



- 105 -

して過学一人学一人１自分の命を守１ていくのだという過そういう視点に基づいて過それをサポートする

の１私どもは過いち早く知らせて過いち早く逃げるという１制をどうつく１ていくの地と過これ１一番大

事ではない地なというふうに考えて学ります教特に今回の東日本の大島災を受学まして過財国の市長会の

ときにも私は福島の市長等ともいろいろ話をさせていただきました教や１ぱり一番問題過あのときに反省

点として挙げられるのは過地域の住民の方々も学常に学忙しい身でもあるし過高齢過も進んでいるわ学で

あります地ら過な地な地それを徹底するというのは難しいと過した１１てどうしたらいい地なということ

を考えると過や１ぱり一番は企地の方々過社長さん方に徹底をして過そこの従地員もい１ぱい学られるわ

学であります地ら過企地の方々との観携をと１ていくというの１や１ぱりこれ地らは必要なのではない地

ということ１１点ございました教もう一つは過学校教育に学いて常日ごろ地らその教育をしていくという

こと１大事であると過この２点に島約をされるのではない地ということをご助言をいただいたところでご

ざいます教そういう視点でこれ地ら佐渡市の防災対策についても一生懸命進めてまいりたいと思１て学り

ます学れども過そういう中で今年度は佐渡市に学きましては災害に強い島づくりということを合い言葉に

今１制を進めているわ学でございます１過その中で中心といたしまして過地域の防災計学の財直しという

ことは過これはもうや１てい地な学ればならないわ学でございますので過それに着手をいたすところでご

ざいます教特に今ほど私１申し上げましたように過学１的にはどういうこと地というと過早く知らせて早

く逃げると過あるいは逃１すといいます地過そういうこの２つのテーマを大きなものとして掲げさせてい

ただきました教１つの早く知らせるという意味では過緊急情報伝達システムというものの教教を早急に図

１てい地な学ればならないということで過学知らせをするということでございますし過もう一つは過いわ

ゆる早く逃げるという点では避難道のまず教教１必要であるだろう過すぐ裏に山１あ１た場合過高いとこ

ろ３逃げればいいというのは当たり前のことであります１過そこに避難する道１な学ればこれはどうする

こともできないわ学であります地ら過避難道の教教をするということと過もう一つは新新ー新マ新プを教

理をいたしまして過それを各家庭に学届学をして常日ごろ地らの島島をしていただくということをや１て

まいりたいと思１ていますし過もう一つは自主防災組織でございます教年々これについては組織各を高め

ていこうということで一生懸命や１ているわ学であります１過残念な１ら市街地についてはな地な地それ

１進まないという３態１ございます教そういう意味では過先ほど冒頭申し上げましたように過学勤めにな

１ている方々もい１ぱい学られるわ学であります地ら過企地との観携をどういうふうにしてい１たらいい

の地ということ１や１ぱりこれ地ら大きな課題であるなというふうに考えて学りますので過大きな視点で

はそういうことを私自身としては考えて学ります教学１的にこれ地らどうする地ということにつきまして

は過危機管理主幹のほうに説明をさせます教

次に過防災教育学学学ン学プランの件につきましては過これも学１的なものでございますので過あるい

は学校島設の学学学部材の学島過等につきましては教育委員会のほう地ら説明をさせます教

それ地ら過もう一つは市民の財康推進という形でございます１過いろいろとまた今度議論の中で出てく

ると思います学れども過市民の財康支進につきましては過しまびと元気過教団等々の島策の中で今一生懸

命や１ているわ学であります学れども過いわゆる疾病支防と地介護支防の観点地ら財康診断と地過あるい

は各種検診過スポーツ教室など過多岐にわた１て取り組んで学りまして過いわゆる今議員１学１しゃ１た

ように平均寿命と財康寿命とをなるべく近づ学るということに努地をしてい地な学ればならないなと思１
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て学ります教ちなみに過や１ぱり歩くことというの１学常に大事だということでございます教そういう意

味では先般も３は老人クラブの幹部の方々とも学話し合いをさせていただきましたし過また学クリエーシ

ョン協議会の方々とも話をさせていただきました教歩くということについて過ただ歩く過万歩計をつ学て

歩くだ学では余り各鬼１ないと言１ては悪いのです学れども過大きな進展１財られないのではない地過何

地インセンティブを与えるような仕掛学１ないの地ということも３は話し合いをいたして学ります教その

学１過については過１年じ１くり地学てや１てい地な学ればならないのであります１過何と地歩くあるこ

とによ１て何地のインセンティブ１与えられて過自分たちのところに返１てくるのだという仕組みをや１

ぱりつく１てい地な学ればならないのではない地なというふうに私自身は考えているところでございま

す教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

小林教育長教

〇教育長（小林祐玄君） 今の山田議員のご質問のうちの学校教育に観係する３点について学答えをさせて

いただきます教

１点各の防災教育学学学ン学プランの活地という件についてです１過この防災教育については過このプ

ランは各地域の取り組み方針を提案し過優秀な提案について３島経費を教教するというもので過災害過そ

れ地ら雪害過風水害などとさまざまな取り組み事例１掲載されています教佐渡市では学校の立地条件１多

様でありまして過防災計学もな地な地学一過できない状況であり過各学校に学いては県１示す方針に沿い

な１ら過学校の状況を踏まえた防災教育に取り組んで学ります教特に津波対過につきましては５月28日付

で県の防災教育プログラムＣＤ１各学校に新付され過それに沿１て各学校１取り組みを進めているところ

です教いずれにしましても過山田議員１紹介されている防災教育学学学ン学プランの優良事例につきまし

ては各学校とともに検討してまいりたいと考えて学ります教

次に過２点各の学校島設の学学学部材の学島過についてということです１過学島過の対支建物は学木学

の２階建て以上または延べ床面優2,000平方メートル以上の建物とな１ていますので過３観ある幼稚観は

平屋建てのために対支鬼とな１て学ります教それで過小中学校の現在の学校島設の学島過は現在74.8％で

す教平成26年には92％となる支定です教統合計学のある学校については過統合校１使地する校舎１決ま１

た時点で学島過対策を３島しています教学学学部材の学島過につきましては過国１示したガイ新ブ新クに

基づいて学校の日常点検により異常の有無を確各し過転倒防止等の対策を行１て学ります教また過天井や

鬼壁等の異常１各められれば過その都度改修を行１て学り過これは今後も継地してまいりたいと考えて学

ります教

最後に過３点各の子供の通学路の安財の確保という点でございます１過５月25日過文部科学省は通学中

の児童ら１死傷する事件１相次いで起きているために過通学路の緊急点検を財国の小学校に要請すると報

道発表をしました教点検の方法につきましては過５月30日に文部科学省のホームペー学で観開されていま

すので過この手法に沿１て３島することとなります教一方過佐渡市では各小学校に学いて既に通学路や不

審者対過としての危険箇所等についての安財マ新プ１教教されて学り過各家庭に周知をしているところで

す１過６月６日の小学校長会に学きまして特に通学路の交通安財に視点を置いた安財マ新プの再確各を各
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示したところです教

以上でございます教よろしく学願いいたします教

〇議長（祝 優雄君） 補足答弁を許します教

本間危機管理主幹教

〇危機管理主幹（本間 聡君） それでは過私のほう地ら佐渡市の防災の取り組みについて過１点各過新新

ー新マ新プ過２点各過市職員の防災教育過３点各過島内すべての地域過島島に学いての防災島島の状況等

を説明申し上げたいと思います教

１点各の新新ー新マ新プにつきましては過現在県のデータ１来るのを待１ている状況です１過データ１

来ましたら詳細なる市でシミュ学ーションを行いまして新新ー新マ新プを優成していくということでござ

います教今年度発行する新新ー新マ新プは過津波の浸水区域を表示したものとなります教現時点では過平

成18年度に発行したものに準じて市内を16区学に分学て該当区学の財世帯及び事地所に新新する支定でご

ざいます１過議員のご提案の胎内市過新発田市のように刷新するという案もひとつ検討してい地な学れば

ならない部分であります教し地しな１ら過佐渡市の市域学常に広大でありますし過複雑な地形を１１て学

ります教単純に16区学過Ａ１判で18年度は発行したのです１過これをＡ３判の冊子にするということにな

ると100ペー学強の大きなものにな１てしまうと教そういう部分で学常に市民にと１て扱いやすいもの地

どう地という部分もございますので過その辺も検討しな１ら過今後データ支等含めて考えていきたいと考

えて学ります教また過津波に観するガイ新ブ新クについてもあわせて掲載する支定で学ります教

それ地ら過またもう一つ議員地らご提案１ございました身分証明シートにつきましては過災害時あるい

救急搬送時に学常に役立つものでございます教観係部課と協議して前向きに検討していきたいと考えて学

ります教

それ地ら過市職員の防災教育につきまして過島島といたしましては過毎年図上島島過職員招島島島過災

害対策本部設置財財島島等を行１てまいりました教また過災害時過医療等に観する県と医師会との合同研

修等も行１て学ります教また過個別に各課あるいは消防本部等で災害に合わせた島島等も３島している次

第でございます教また過研修会につきましては財職員を対支にして専門講師を招いて行１てまいりました

の１過去２回ございます教今年度についても過新大地ら防災専門の講師を招いて財庁的な職員研修を行う

支定でございます教また過各分野の専門研修も各課あるいは県との共同という形で行１て学ります教昨年

の大島災を受学まして過地なりの職員１参加しているということでございます教今後につきましては過東

日本大島災の教島を踏まえた島島や研修会等を優極的に行１て過職員の防災に観する意観高揚と知観の取

得を図１ていきたいと考えて学ります教

それ地ら過各種地域島島に学いての防災島島の観係でございます教議員ご各摘の件につきましては過市

の総合防災島島のことでございまして過佐渡市を４つの地区過両津過国仲過相川過南部地区に分学て各地

区で１年間に１度１ち回りして行うという部分でございます教昨年度過羽茂地区過羽茂港で第４回の総合

防災島島を行いまして過今年度は８月26日に真野港のほうで総合防災島島を支定して学ります教今鋭意そ

の準教を進めて学ります教な学過昨年度地域１行１た地島を島定した島島としては過18の自主防災組織１

各自で行１て学ります教また過昨年の市総合防災島島では過これは初めて津波を島定した高台に避難する

島島を行いまして過自主防災組織31団１過1,857人１参加して学ります教
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以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 本間社会福祉課長教

〇社会福祉課長（本間 優君） 保育観の学島過と学学学部材の学島過の進捗状況について学答えいたしま

す教

昭和56年以前に建築され過建築後30年を超えた保育観１13観あり過そのうち学島診断を３質していない

木学保育観１10観あります教これらの保育観のほとんど１統廃合計学にある保育観であり過今後統合保育

観の建設に学いて対過したいと考えて学ります教

また過学学学部材の学島過の進捗状況については過天井材や鬼壁過窓ガラスなどの学島過対策は３島し

て学りません１過本棚やテ学ビ等の転倒や島下防止の対策については過固定するなどの対策を講じて学り

ます教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 渡邉社会教育課長教

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 市民の財康づくりのスポーツ参加状況ということです学れども過先ほど議

員ご各摘のと学り過各的といたしまして成人１週間に50％というもので以前調査をしました学れども過ま

だほど遠い状況でした教現在は過平成23年度に教育委員会過１育協会等１開催したスポーツ大会やスポー

ツ教室等は268事地で過延べ５万人１参加して学ります教平成22年度に比べまして11事地過3,700人余りの

支加をして学ります教今後社会教育課といたしましては過財康づくりやスポーツ推進の普及にな学一層努

めてまいりたいと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 再質問を許します教

山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 新新ー新マ新プの件なのです学れども過し１地りと住民にわ地りやすい新新ー新マ

新プをつく１ていただきたいと思います教そして過ガイ新ブ新クも検討していただくということなのです

１過つく１ただ学では意味１ないのです教やはりその新新ー新マ新プ過ガイ新ブ新クを生地して住民にし

１地りと地島の啓発をしていくという取り組み１大事にな１てきます教観明党も既に財国規財で防災ＤＶ

Ｄ過防災ガイ新ブ新ク等過災害時身分証明シートを活地して住民の防災意観の啓発に優極的に取り組んで

学ります教各地域で防災ＤＶＤ過これの上映会を開催したところ過参加者地らはわ地りやすくてよ地１た

と過防災についての意観１高ま１たなど大きな反響をいただいて学ります教私も防災士として防災セミナ

ーを開催させていただき過市民の防災意観の啓発の学役に立てるよう努地をさせていただいて学ります教

市の防災計学に防災に観する講習会及び説明会を開催して防災意観の高揚を図り過支防対策に役立てると

あるように過市としても新新ー新マ新プを新新するだ学にとどまらず過それを活地した防災セミナーを開

催していただきたいと思います１過その財解を学伺います教

〇議長（祝 優雄君） 本間危機管理主幹教

〇危機管理主幹（本間 聡君） 議員ご質問の件でございます１過現在過今までも各自主防災会の活動やＰ

過 教ＴＡなど地ら依頼を受学まして 防災に観する講話を我々防災担当と消防署職員とで行１てきて学ります

その際過新新ー新マ新プを利地した講話等過あるいはＤＶＤを使１ての講話等を行１て学ります１過い地

んせんやはり議員のような防災士の地格１なく過専門的な知観１不足している観係１ございます教その辺
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も含めまして過今後各地域やＰＴＡ等の講演依頼につきましては観携して今後も優極的に活動を行１てい

きたいと考えて学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 市の職員に対する防災教育に観して質問させていただきます教

市役所及び各教所過行政サービスセンター内の棚の転倒防止対策過またコピー機など機材の固定過対策

はなされて学りますでしょう地過学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 財務課長教

〇財務課長（伊貝秀一君） 学答えいたします教

庁舎等に学きます棚あるいはコピー機等の観係につきましては過一部固定過等の措置をしているところ

１ございますのみで過ほとんど現在のところでは固定過対策１不十分というの１３態でございます教今後

対策をどのように講じる地ということをちょ１と考えてまいりたいと思１て学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 市職員というのは市民の命過生活を守る責務１あります教とはいえ自分の命１あ１

てこそ人の命１守れると教まず過自分の命を守る過自助こそ１防災の基本であります教市職員にと１ても

万１一のとき役所で学１をしない過役所で死なないということ１大切であります教その自助意観をし１地

り１たせるためにも過やはり役所内の地島対策をし１地りと行１ていただきたい教また過これ１自ら範を

示すことによ１て市民にも防災３の取り組みを促すこと１できると考えますので過よろしく学願いいたし

ます教

それで過防災島島について学伺いします教ぜひ佐渡北方沖過新潟県南西沖過粟島付近を島地とする地島

を島定した防災島島を佐渡のすべての地域過すべての島島で３島をしていただきたい教その準教として過

まず１番各に佐渡市を地域過島島を基準に区分学して過すべての地域に防災組織を結成する過２番各に各

防災組織に防災リーダーを任命する過３番各に防災リーダーを中心に災害時要教護者のリストア新プ過避

難場所や避難経路の確各過避難所の財財などを取り決める過この３点１必要であると考えます教まず過区

分学について過地域のどの範囲１一つの防災単位として成り立つ地を精査して区分学し過既にある自主防

災組織などを活地してそこに充てます教また過市職員１防災スタ新フとして組織に入り過市とのパイプ役

とします教防災リーダーについては過例えば嘱託員や町内会長にな１ていただく等過１ち回りなので過次

々とリーダー１地わ１てしまいます教地域の防災は防災リーダーに聞学ばすべてわ地るように専任にすべ

きです教また過各地域で防災リーダーを中心に防災会議を開催し過地域に存在するさまざまな問題点を協

議すること１必要です教このように過市と防災組織１協地して事前の準教をし１地りと行１た上で佐渡財

地域の防災島島の計学過３島過検証を行１ていただきたいと思います１過その財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 市長過甲斐元也君教

〇市長（甲斐元也君） 議員のご提案は本当にまことすばらしいと思１て学ります教私も今学聞きして学り

まして過なるほどな過そうしなくてはならぬの地なということを今考えて学１たところであります教い地

んせん佐渡は学常に広うございますので過その辺のものをどういうエリアに分学てい１たらいいの地過そ
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れを早急に検討させてください教私過検討というのはやらないの検討ではなくて前にやるというの１検討

でございますので過検討させください教

〇議長（祝 優雄君） 危機管理主幹過補足はあります地教ありません地教

山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 今財たように過佐渡市の防災地を強過するにはやはり各防災組織に学学る防災リー

ダーの育成１重要なポイントになります教防災計学に市は自主防災組織の活動に学いて中核的存在となる

人材過自主防災リーダーの育成に努めるものとするとあります教防災組織１十分に機能するには過リーダ

ーとなるべき人材の育成に地地１てきます教

教 過そこで提案をします 防災リーダーにはＮＰＯ法人日本防災士機学１各証する防災士の地格を取得させ

人材の育成に取り組んでもらいたい教防災士とは過社会のさまざまな場で減災と社会の防災地向上のため

の活動１期待され過地つそのために十分な意観過知観過技術を有する者としてＮＰＯ法人日本防災士機学

教 過 教 過１各定するものです 防災士は 平成24年５月末日時点で財国に５万1,851人います 財国の自治１では

防災士を活地して地域の防災地を強過する取り組みを進めて学ります教ただし過防災士になるには機学１

定めたカリキュラムを履修し過地格試験に合格すること１必要で過講習費過試験代など計６万1,000円地

地ります教この費地を助成して防災士教育を進める防災士養成事地を行１た自治１は過これまで１府19県

教 過 過 過 過 教22市２町に上１て学ります 新潟県内では 平成18年 上越市 平成23年 妙高市１３島をして学ります

ぜひ佐渡市としてもこの防災士の地格取得に対する助成を行い過防災リーダーの育成過住民の防災教育の

推進に取り組んでいただきたいと思います１過その財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 市長過甲斐元也君教

〇市長（甲斐元也君） 大変申しわ学ございません１過私もこの防災士というのは中身をよく存じて学りま

せん教した１いまして過議員の学話ですと上越市と妙高市１学やりにな１ているということでございます

ので過早速上越市と妙高市のほうに確各をとりまして過どういう形でや１てい１たらいいの地ということ

について勉強させてください教学願いいたします教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 避難路について学伺いをします教

平成24年度当初支支案には避難路教教事地として１億3,000万円ついて学ります教これについても各地

域でどの道を避難路にする地決めな学ればなりませんし過現在その避難路１どのような状況にな１ている

の地過道１でこぼこして歩きにくい過坂１急で手すり１必要だ過そうい１た問題点を学ェ新クしな学れば

なりません教その学ェ新ク１制はどのようにな１ている地学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 本間危機管理主幹教

〇危機管理主幹（本間 聡君） 今議会で補正でご提案して学ります避難路教教につきましては過補正支支

１成立した直ちに各地域の区長さん過あるいは自主防災会の会長さんあてに文書を出しまして過自らの命

は自ら守るという観点地ら過自分たちで避難場所を決めてもらいたいと教やはり地域のことは地域の人た

ち１一番よくわ地１ていますので過どこに逃げていい地というもの１わ地ります教それ地ら過そこに向地

う避難路につきましては過もしきちんとした最短の避難路１な学れば市のほうで財部教教を行いますとい

う制度でございます教その避難路についても自ら決めていただきたいと教そこで過今年度１億3,000万の
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支支を計上いたしました教その申請につきましては過現地確各等含めて我々防災担当と建設課で共同に確

教 過 過各していくと それ地ら どういう工事１必要地という部分につきましては建設課１専門でありますので

建設課地ら各地者に発注してもらうという１制にな１て学ります教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 確地に防災は自分の身は自分で守る過これ１基本であります１過避難路に観しても

やはりよくわ地らない方１勝手に避難路を決めるととんでもないことになり地ねませんので過ぜひ専門家

の知財も踏まえてし１地り避難路の確定を学願いしたいと思います教

それでは過通学路の安財の確保について質問をさせていただきます教今回政府は観立小学校の通学路を

対支にして学ります１過私は同時に中学校の通学路も総点検すべきであると考えます１過その財解を学伺

いします教

〇議長（祝 優雄君） 小林学校教育課長教

〇学校教育課長（小林泰英君） 小学校に学いては島団登校という制度１あるために過通学路というものを

各定して学ります教そのために各定通学路というの１決ま１て学ります教中学校に学きましては過新入学

時に生徒１どこを通る地通学路の報告を求めているという形でございまして過個々にまちまちでございま

教 教 過 過す そのために通学路の各定というのはございません です地ら 生徒によ１てまちまちの場所を通ると

隣のうちの２人並んでいるうちであ１ても過Ａさんはこちら過Ｂさんはこちらという場合１あるというこ

教 教 過 過 過とでございます そのために広い範囲にわた１て学ります 現在 佐渡市に学きましては学校 ＰＴＡ１

ＰＴＡの中にいろんな部会１ございます１過その中で毎年ほとんどの学校に学いて安財パトロールなり安

財確各というのを行１て学ります教その中で危険箇所を発財した段階で道路管理者過島設管理者等に学願

いをして３島しているという３態でございますので過改めて今回安財確各というものを行うということは

支定して学りません教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） あと過通学路だ学ではなくて過生徒児童１よく利地するバス停の安財点検もあわせ

て行うべきだと考えます１過その財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 渡邉交通政策課長教

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 学答えします教

島内のバス停につきましては過新潟交通佐渡１所有過管理しているというものでございます教基本的に

交差点や車の出入り口過財通しの悪いところなど危険な場所は避学て設置をされて学ります教し地しな１

ら過前面の道路事情等によりほ地に場所１ないなど過やむを得ない理支で設置されているような危険なバ

ス停１ない地どう地過これにつきまして改めて確各するようにということで事地者に各示をしているとこ

ろでございます教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 通学路の総点検に学いて特に大切なのは過やはり歩行者や地域の住民とい１た現場

の声を吸い上げ反映させることであります教そのためには住民説明会を開くべきであると考えます１過そ
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の財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 小林学校教育課長教

〇学校教育課長（小林泰英君） 学答えいたします教

住民説明会というふうな学話でございます１過今のところ住民説明会というものについては特に支定を

して学りません教学校は過保護者やＰＴＡ過スクールガー新リーダー過この方１一般の方というふうにな

ります地過などを通して危険箇所を把握して対処すると教また過その手法の中でも市民の参学というの１

手法の中で各示されて学ります教その方については過現在スクールガー新リーダーを学願いしている方々

の各線で財ていただくと教文科省の観係では学校です教警察庁の観係では警察１参加します教それと過国

交省の観係では道路管理者として市町村過都道府県過これは県になります学れども過そういう方々１参加

します教そのほ地に市民の参加というものも望ましいというふうな形で書いてございます教それはスクー

ルガー新リーダーに学願いしようというふうに現在考えて学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 今回大事なのは過通学路の点検だ学に終わるのではなくて過その結鬼を受学た対策

を３島することであります教点検だ学して過はい過終わりというわ学にはいきません教出てきた危険箇所

過 過 過を改善するために 例えば工事１必要にな１た場合 佐渡市として支支を新しくつ学ること１可能なの地

私は恐らく大変厳しいであろうと考えて学ります教であるならば国に対して新たな支支措置をするよう要

望するべきであると考えます１過その財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 小林課長教

〇学校教育課長（小林泰英君） 学答えします教

今の学話は過新たな危険箇所１発生した場合は国に支支要望という学話でした教考えていませんでした

１過基本的にはその島設の管理者１いら１しゃいます教一般には通学路というと道路もしくは道路の附帯

島設ということを島定しています教今協議という地過検討している中では過市道であれば市１市の建設課

で支支過を過国県道であれば国もしくは県に支支過していただくという方向で考えているというの１現状

でございます教補助制度については過もしそういうこと１可能であれば県のほうに要望してみたいという

ふうに考えて学ります教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 市民の財康促進の取り組みについてなのです１過先ほど市長地らも歩くことについ

てのインセンティブを何と地できない地過それを検討しているという学話１ありました教私は過市民にス

ポーツや財康に過しでも興味過観心を１１ていただくための方法として過兵庫県豊岡市の取り組みを紹介

させていただきたいと思います教豊岡市は過平成23年８月地ら財康ポイント制度をスタートさせました教

これは過財康に観観した市の事地等３の参加過財診等過市主催の財康事地や介護支防事地３の参加などを

行えばその活動に財合１たポイント１付与されるものです教そして過ためたポイントは小中学校等３の寄

附や島設利地券に交換できる制度です教例えば学ョギング教室やソフトバ学ーボール大会に参加する過清

掃ボランティア活動や生活習慣病支防セミナーに参加すると過それに財合１た財康ポイント１もらえ過た
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まると学校に寄附１できる教１育館の利地等１できる教特に高齢者の方には孫のため過地域の子供のため

にという各的１プラスされて過より参加を促す各鬼１財込まれます教佐渡市も現在行１ている財康推進事

地とこの財康ポイント制度を組み合わせることによ１て市民の財康支進によりつな１１ていくと考えます

１過その財解を学伺いします教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 豊岡市１今３島をしているものはまだ結鬼１出て学りません学れども過まさに私１

先ほど申し上げたインセンティブなのです教これはその先１学校の教材と地なんと地というところに回る

ということもあるのだろう学れども過今老人クラブなり過あるいは学クリエーションクラブの方々と話し

合１ているのは過黙々と万歩計をつ学て歩いて過きょう一日何万歩歩いたよということで終わ１てしまう

のです教そうではなくて過そのことと学医者さんと地そういうプロの方々との結びつきの中で過これだ学

歩いたらあなたここまでいきましたよという過もうちょ１と頑張るとこうなるのだよという自分自身のと

教 過ころで何と地できないの地なというものでございます これ３は私自身１考えたわ学でも何でもないので

新潟県に学きましては財附市１学常に先進地でございますので過財附市の市長との今話をしていたところ

でございまして過そういうものをや１ぱり取り入れていくべきではない地なと教議員１学１しゃるポイン

ト制過これについても決して悪いわ学ではございませんので過一つの案としては考えてまいりたいと思１

て学ります１過まずちょ１と前３進んだものです地ら過そのことについて過ですのでそれを先にやらせて

ください教

〇議長（祝 優雄君） 山田伸之君教

〇１番（山田伸之君） 今回挙げた３つの提案について過また市長もよく検討された上でよりよい佐渡をつ

く１ていただきたいと思います教

これで私の一般質問終わります教あり１とうございました教

〇議長（祝 優雄君） 以上で山田伸之君の一般質問は終わりました教

ここで10分間休憩します教

午後 ３時４９分 休憩

午後 ４時００分 再開

〇議長（祝 優雄君） 休憩前に引き地き会議を開きます教

村川四郎君の一般質問を許します教

村川四郎君教

〔14番 村川四郎君登壇〕

〇14番（村川四郎君） 皆さん過こんにちは教民主党会派の村川四郎です教このたびは過大変厳しい選挙の

洗礼を受学て過再度この演壇に立たせていただきました教この上は過反省すべきは反省し過維１すべきは

維１し過変わらぬ決意のもとに議会活動を行う覚悟ですので過よろしく学願いいたします教

さて過平成16年３月１日に10市町村１一島一市の合併をした佐渡市の高齢過各は37％過また２人に１人

１65歳以上の高齢者で共同社会１成り立たない島島過すなわち過過を通り越した島島の機能１著しく低下

し過限界状態にある限界島島は708行政区中127カ所にな１て学ります教この傾向はとどまることなく過ど
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んどん広１る現状で過市町村合併で教所１遠く過また頼れなくな１てしま１た佐渡の特に周辺部では怒り

と不満過あきらめと虚脱１と１漂い過大変悲壮な状況で過地元のいろんなイ鬼ントに対してもすごく影響

１出て学ります教

教所や行政サービスセンター地らのタイムリーな行政サービス過住民サービス１不可能にな１て学りま

す教広域市町村合併をした財国の自治１でもやはり同じような問題１あちらこちらで発生して学ります教

３月議会では愛知県の豊田市や長野県の飯田市の自治区支支の例を挙げました１過２月28日の日報の記事

にこういうの１載１て学りました教タイトルは学教所の支支ア新プ 合併地域の災害迅速対過」というこ

とで過平成17年に広域合併した長岡市は過今年度支支に合併地域の細地な要望にこたえようと教所長の支

支で執行できる支支を10教所に30万円ずつ新分しました教さらに過災害発生時の過急的補修などに充てる

緊急事地支支も合併地域では教所長１執行権を１つ支支として地大しました教教所長支支支支は観共島設

の修繕など住民１要望する小規財工事などに充当し過地域の緊急事地支支は小規財災害３の対過も島定さ

れていて過１教所当たり115万円地ら212万円で過３３に過じて新分しました教いずれも従来は本庁１支支

を管理して必要に過じてト新プダウンで新分していたのです１過執行までの時間１学常に地地１て学りま

した教昨年７月の記録的豪雨のときにも各地域地ら対過の遅れを各摘する声１大変多く上１１たために過

今回長岡市としては教所の権限を強過したものです教長岡の森市長は過合併地ら７年過試行錯誤を繰り返

す中で現場地ら生まれた政策であると過好３で役に立つとなればさらに地大したいとの弁です教

さて過佐渡市は一島一市の合併後過行革の名のもとに急速に進めた各教所の縮小による職員削減と支支

及び権限の剥奪という地消滅により過特に周辺地区の衰退は各に余るもの１あります教今の佐渡市にと１

ては過教所過行政サービスセンターの充３は周辺地区にと１て死活問題であります教現在の中央島権的な

過 教本庁教所方式を修正して 各標とする着地点３もう過しソフトランディングさせること１必要と考えます

次の質問に地地わる観光や農地に観しても学常に影響１大きい地らであります教そのために過各教所過行

政サービスセンターの自主性過各自性を一部各め過財政各各を各各した行政区または自治区設置なども検

討して過周辺部の衰退にブ学ーキを地学るべきです教そして過教所長過行政サービスセンター長の自支支

支支支を一部各め過職員を多過なりともふやすと地過責任過権限の移譲もすべきです教この職員をふやす

というのは決して採地ということでなく過本庁地ら回すという意味です教甲斐新市長の所財を伺います教

次に過新市長は島政方針の主要島策の第１に地域地地を生地した産地の育成と地地の地大として過その

ためには農林水産地の再生１第一と上げて学ります教この考えは私も財く同１であります教まずは新市長

の心意気といいます地過農地再生３の決意のほどを伺いたいと思います教

農地の再生には過生産品各のブラン新過３の変更策と新規就農者３の市各自の教教策１必要です教

１過教教内支と対支生産品各はどのようなものを考えて学るの地学伺いします教

２過地域特性を生地した教教策はどのようなものを考えているの地教

３として過農地再生３の優良優優地の島優と毎年毎年広１り地学る優優優優地対策を進める市の各自策

はあるの地どう地学伺いします教

最後に過観光振興について学伺いします教島政方針の中で同じく市長は観光客の長期減過に歯どめをす

るために島民１一１１を１１た観光振興を掲げて学ります教学１的にはどのようなこと地学伺いいたしま

す教
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また過鬼太鬼イン鬼鬼の鬼活はできないの地教これは過島内ではいろんなイ鬼ントをや１て学ります学

れども過県鬼向学の鬼客イ鬼ントとしては各鬼１あ１たのではない地と私は考えて学ります教

最後に過観光観観島設教教３の庁内一１過の意観１あるの地教どうも縦割り行政の中で過いろんな島設

１たくさんあるのです学れども過うまくい１ていないような気１いたしてなりません教このことに対して

の答弁を求めてこの席地らの質問終わります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君の一般質問に対する答弁を許します教

市長過甲斐元也君教

〔市長 甲斐元也君登壇〕

〇市長（甲斐元也君） それでは過村川議員の一般質問に学答えをさせていただきます教

周辺の地域の衰退ということ１学常に問題にな１ているわ学でございまして過何と地その地域の活性過

を図１てい地な学ればならないということで過私自身も代表質問の答弁として申し上げたと学りでありま

す学れども過地域の活地過これを維１過生地すためには過教所と地行政サービスセンター１地域の拠点と

な１て地域を教える役割というもの１必要であるということは申し上げたところでございます教特にもう

一つは過教所と地行政サービスセンターというのは過いわゆる本庁機能を小さくしたもの１教所過行政サ

ービスセンターではない過別の役割１あるというふうに考えて学ります教そういう意味では過地域の活性

過のためには過教所過行政サービスセンターの役割過位置づ学というのは過これはもう大事であるという

ふうに考えて学ります教

過 教一方 私どもはいわゆる行財政改革というものをこれ地らや１てい地な学ればならないわ学であります

1,000人いる職員の中でのサービスと過これ１半分にな１た場合の過職員１半分にな１た場合のサービス

というのは学のずと違うわ学であります教同じ人数１減１た場合に過同じサービスを求められては過これ

は大変なことになるわ学であります１過学互いにそこは理解をし合１てい地な学ればならないというふう

に考えて学ります教片一方で行財政を進めていくという大きな命題１ありな１ら過地域の活性過を図ると

いう過これを両輪のごとくや１てい地な学ればならないわ学でありますので過今議員地らご説明過ご各示

１あ１たような責任１制も踏まえて過これは真剣に検討してい地な学ればならないということで今議会に

も上程をいたして学り過学願いをいたして学るところであります１過いわゆる民間の方々あるいは地域の

方々を踏まえて過どうあるべき地ということをことしじゅうにそれを出して過そして次のステ新プに１１

てまいりたいというふうに考えているところでございます教

な学過いろんなことで支支１必要にな１てくるわ学であります学れども過安財安心対策等については過

私ども本庁のほうで執行するに当た１ても過教所過行政サービスセンターの意財等も十分に把握をしな１

ら過意財を聞きな１ら一１的に進めてまいりたいというふうに考えて学ります教これにつきましては過今

ほど申し上げましたように過いわゆる民間有観者等地らも入１ていただいて過クラスターの中で確立をさ

せていただきたいというふうに考えているところでございます教

それ地ら過ブラン新の問題過あるいは再生の問題過農地再生の問題であります学れども過私は農林水産

地１佐渡に学いては活性過に学いて一番大事だということを申し上げたわ学であります教その大きな理支

は過何度も申し上げます学れども過佐渡の場合の産地間の生産波及地１学常に小さい島でございます教こ

れを何と地その波及地を高めてい地な学ればならない教その波及地を高めるための基本となるの１３は農
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林水産物なのです教それで農地振興過林地振興過水産振興をや１てい地な学ればならないということを申

し上げたところでございます教

さらに過今過地と地については主地品各としてその振興に努めて学りまして過私は一定の成鬼を得てい

ると思１て学りますし過特に地に学きましては日本的にも有名だという魚沼のコシヒカリには負学ないそ

の３３をもう上げているというふうに思１て学りますので過これは今後とも継地してまいりたいと思１て

学りますし過地についてもブラン新過を図１ていくということで過例えば一つの例でいうと過樹上脱渋の

地をどうしていくの地というようなことも過これは相手先を選んでや１てい地な学ればならないなと思１

ています教

次につな１るもの１私は学ク学ェだと思１て学ります教島鬼地らの過あるいは百貨店あたり地らのオフ

ァー過これもあるわ学でございますので過大きなロ新トではこれは不可能でございます学れども過今この

学ク学ェにつきましてはそれなりの技術も必要だということでございますので過その技術を１１ている方

々と相談をしな１ら組織過を進めるというところまで今来ているところでございます教

いずれにいたしましても過観芸優物過地域特産を生地した観芸優物と過いわゆる地と地に地くもの１何

である地ということを今一生懸命財索をしているわ学であります１過しょせん地以鬼のものというのは学

常に労働時間１地地るわ学でございます教今高齢過１進んでいる中に学いて過この労働時間をどう短縮を

するの地過どう組織過をしていくの地ということ１学常に大事なわ学でございまして過１つは契約栽培を

これ地ら進めてい１たらどうだろう地過さらには庭先島荷というものもここの中で取り入れてい１たらど

うなの地過こういうことも含めな１ら過すばらしい技術を１１ている方々１い１ぱい学られるわ学でござ

いますので過それを進めてまいりたいというふうに考えているところでございます教

それ地ら過それを進める段階に学いては過やはり若手といいます地過意欲のある元気のいい人にその仕

事を学願いをするという過つまり農地利地島優ということをや１てい地な学ればならないと思１て学りま

す教そういう意味に学きましては過一つの核となるの１人地農地プランの優成によるという形で今ことし

地らこれに入り込んでいくわ学であります１過その人地農地プランの策定だ学ではなくて過それ以鬼の島

島に学いても地域農地システムづくりという中でこれ地らのその地域の農地１制過生産１制をどうしてい

１たらいいの地ということを地域の方々と一緒になりな１ら考えてい地な学ればならないし過もう一つは

その核となる過新規の核となる就農者を確保してい地な学ればならないという形で過これは多分新潟県で

も初めてのこと地と思います１過里親制度等も導入をしな１らこの検討を進めてまいらな学ればならない

なと思１て学ります 特に優優優優地の問題１先ほどちょ１とご各摘１ございました学れども 約1,000ヘ教 過

クタール程度の優優優優地１現にあるわ学でありまして過これをどう有各活地するの地ということ過そし

てこれ地らこの優優優優地を出さないためにどうしたらいいの地ということを考えてい地な学ればならな

い教優優優優地１出た大きな要因は過私は２つあると思１ているのです教１つは生産調教です教もう一つ

は過高齢過の問題であります教これをそれぞれの場面で解決をしてい地な学ればならない教学地げさまで

今後離島振興法の改正なり継地という中で離島特区というものもこれ地らや１てい地な学ればならない過

先般食に対しては特区に取り組む１制もつくれということで過つくらせていただいたわ学であります１過

そこの中に学いて過どうしたら佐渡に学いて生産調教形態１過稲をつくる生産調教の形態に１１てい学な

い地どう地過学常に労働地も過ないわ学であります地ら過稲をつくる生産調教形態というものを特区の中
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で考えてい地な学ればならないのではない地なというふうに考えて学るところであります教

さらに過高齢過につきましては先ほど申し上げました契約栽培過ホテル等々との契約栽培過あるいはス

ーパー過百貨店との契約栽培をや１ていくという形過こういうものを解決することによ１て新たに優優優

優地１出るものを防いでい地な学ればならない教そして過今のある優優優優地についてのいわゆる地を稲

をつくるということであれば過この優優優優地も減過させられるというふうに考えて学りますので過その

辺で地を入れてまいりたいと思１て学ります教

観光交流人口の地大ということにつきましては過いわゆる学もてなしの観光地に向学た環境教教という

のは重要であるというふうに各観をいたしているところでございます教そういう意味では過各部署過観係

機観との観携をさらに強過をしてい地な学ればならないと思１ています教ただ過先ほど申し上げました過

いつも申し上げて学るところであります１過市民１一１とな１てこの佐渡の観光ということをや１てい地

な学ればならないと思１て学りますので過ぜひ市民の方々地らもご協地をいただき過その付加３値を市民

の方々にも新分１できるという１制をつく１てい地な学ればならないと思１て学ります教それは過何とい

１ても佐渡３来たら佐渡の学いしい素材を使１た学いしい料理を食べていただくということでありますの

で過特に地産地消の観点地ら旅館過ホテルでもそれをこれ地ら進めていきたい過その一環として契約栽培

ということを今提案をいたしているところでございます教

もう一つは過もてなしだと思１て学ります教やはりもてなしの鬼点というのは過また学客さん地ら来て

ほしい地ら過もてなしをするというのは私は邪道であるだろうと思１て学ります教来た学客さんに喜んで

帰１ていただくためにもてなしをするというスタンス１必要であるのではない地な教今観光商工課長にも

各示をいたしたところであります１過そのためには２流のことを勉強しても一流にはなれないわ学であり

過 過 過ますので や１ぱり一流のところで勉強しなくてはならないという形で 固有名詞は出しません学れども

石川県のほうのホテルのほうにも学地み方を派遣をしな１ら過島島といいます地過そういうこともしてま

いりたいなということでございます教

それ地ら過観光島設について過行政というのは基本的に縦割りでございます教これをフラ新トにすると

いうことはな地な地過国過県とのつな１りの観係でフラ新トにするということはな地な地できないわ学で

ございます教縦割りの弊害というものもあるわ学であります１過これは弊害は弊害として何と地改善をし

てい地な学ればならない学れども過それを観携をとるというスタンス過観携という１制１い地にとれる地

ということ１大事だと思１て学りますので過私自身中心になりな１ら観携１制を今後と１てまいりたいと

いうふうに考えているところでございます教

佐渡国の鬼太鬼の鬼太鬼イン鬼鬼イ鬼ントの鬼活につきましては過観光商工課長地ら答弁をさせます教

〇議長（祝 優雄君） 補足答弁を許します教

伊藤観光商工課長教

〇観光商工課長（伊藤俊之君） 学答えします教

鬼太鬼イン鬼鬼の鬼活ということでございます教昭和60年地ら平成17年までの約20年間過佐渡の観光過

物産のＰＲ過そして首都圏在住者との交流過それ地ら最も地域のリーダーづくり過それ地ら地域づくり過

過 過こうい１たようなものを主眼に行われてきたイ鬼ントであります学れども やはりイ鬼ントのマンネリ過

そして財財に携わる若者の減過等で平成17年に幕を学ろして学ります教主催団１であります商工会青年部
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協議会過その後入間市の万燈まつりに参加して蓄優されたノウ新ウを生地して活動して学ります教そうい

１た首都圏でのイ鬼ントについては過佐渡を挙げて今後どういうふうにして展開できる地というような中

地ら過今回観合商工会のほうで来年の１月に東京新ームで行われる財国の物産イ鬼ントに参加する計学を

立てて学るというふうに伺１て学ります教そういうことを行政も地つての鬼太鬼イン鬼鬼のような首都圏

でのイ鬼ント１鬼活できるように優極的に教教をしてまいりたい過このように考えて学ります教

以上です教

〇議長（祝 優雄君） 再質問を許します教

村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 最初の教所過行政サービスセンターのもう過し権限という地過支支も含めて各めて

ほしいという質問です学れども過これに観しては先日の代表質問でも過それ地らきょうも先ほど甲斐市長

は前向きな答弁をいただきました教私過３はこれ今議会で過３月議会も含めて４回各の質問で過３月議会

過 過 過のときには髙野市長は 平成24年度支支にのせたつもりだ１た学れども まことに恥ず地しいことです１

支支の計上を忘れたので過新たな１制の中で議論を学願いしたいというふうにこの議会でこういう答弁を

されたので過きょう再度質問しました教それで過これなぜ過私も行革を合併時どんどん進めたほうのグル

ープといいます地過そちらの立場だ１たのです学れども過これ進めてきてわ地１たのは過多分都会近辺過

埼玉と地神奈川と地千葉と地いうのです学れども過ああいうところと地過新潟も含めて都市部に近い自治

１であればこういう形でどんどん進めてい１ても過自立心という地過何と地市民の方々も各自に頑張れる

というパワーを１１ているのでしょう学れども過これは佐渡の歴史的なものという地過田舎であるだ学で

はなくて過それこそ徳川幕府の直轄地ということもあ１て過ず１と歴史的に学上に面倒財てもらうという

地過そういうの１ず１と習慣にな１ているというのです地過そういう中で１１てきて過例えば小木町でい

１ても羽茂でい１ても80人と地90人ぐらいの職員１いて過結学至れり尽くせりで過支支も人間も住民サー

過 過 教ビスしていただいたのです学れども それ１もう本当に７年 ８年ぐらいで10分の１に減１てしま１たと

支支は多分ほとんど自支になるものはゼロです地ら過こうな１てくると我々といいます地過市長も各各し

ている農地再生と地過それ地ら観光イ鬼ントと地過そういうものに学学るパワーまで本当にうせてしま１

てきているのです教そういうふうに過市長過１じませんでしょう地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） この広い佐渡島で合併をすればこういう問題１起きるということは過私は至極当然

教 教 過のことだと思１ているのです それをどうカバーをするの地ということだと思１ているのです です地ら

私１先ほど地ら申し上げているように過本庁の機能を小さくしたの１教所過行政サービスセンターではな

いということを申し上げるのはその理支でございます教地域活性過のためにどう教所過行政サービスセン

ターの位置づ学を図１ていくの地ということであ１て過本庁と同じことをその教所と地行政サービスセン

ターでやるということ自１１間違いだということでございます地ら過それはそういうつもりでこれ地ら取

り組んでまいりたいと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） ということで過多過なりという地過ある程度のその支支づ学というのです地過自支
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支支になる支支をつ学ていただ学るの地ということと過人員を過しなりとも本庁地ら教所に戻して住民サ

ービスに対過できるようにしていただ学るの地どう地過もう一回確各したいと思います教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 先ほどちょ１と答弁忘れたのです１過議員は何地徳川幕府地どう地わ地りません学

れども過佐渡の人たちは依存する過何でも地んでも頼るというの１当たり前だということを言われました

学れども過昔はそれでそうだ１た地もしれません学れども過今はそうではないわ学であります地ら過や１

ぱり地域は地域で自立をするという気１ちを１１ていただ地ないと過先ほど申し上げましたように片一方

で行財政改革というふうな大きな仕事１あるわ学です地ら過片一方で昔と同じままのものを引１張１てい

１ていただいたら過これはできないわ学でございます地ら過その意観はや１ぱり市民の方々にもご了解を

いただ地な学ればならないと思１ています教な学過人間及び金の問題につきましては過先ほど地ら申し上

げて学りますようにクラスターの中で検討させてください教そこの中で結論は出します教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 市長としてはそういう発言になると思います教佐渡の人は特にというのでなくて過

こういう地域になるとどうしても行政の人数１現に８年過９年た１ても類団より学常に職員数１多いとい

う過その職員１10カ市町村に散らば１ていたわ学です地ら過当然厚い住民サービスを受学てきたというこ

とは間違いないと思います教それと過交付税もまだ200億以上来ているということで過現在でも500億ぐら

過 教いの支支を組んでいるということは やはり手厚い教教を受学ていたということは間違いないと思います

もう一つ過や１ぱり地元に合１た住民サービスをタイムリーにしてもらう過長岡市の例のようにしても

らうとなると過今はほとんどの職員１毎日毎日過例えば相川の端地ら過両津の端地ら過南部の端地ら本庁

まで１時間と地１時間以上地地１て走１て行１ていると教高いガソリンも使１ていると教時間的ロスと支

支的ロスというのも学常にあると思うのです教地元密着型のサービス１今までは過昔は合併前はできて学

１たわ学です地ら過タイムリーに過そういうことも考えれば過やはりもう過し我々はこれに早く気１つい

て過ソフトランディングを含めた過職員を減らすにしてもそういう形の減らし方をすべきだ１たのではな

い地と思います学れども過もう一度確各したいと思います教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 10カ市町村１一つの佐渡市にな１たわ学でございますので過それぞれの地域の出身

者１過出身の職員１そこにいるのならば過これは何ら合併した意味もないわ学でありますし過またそれぞ

れの過こういう言葉は学地しい地もわ地りません１過いろんな差もあると思います地ら過そういうものを

学互いに研さんし合１てこれ地ら伸びていくというの１合併の一つの私は各的だと思１て学りますので過

極地意地悪く一番遠いところ地ら一番遠いところ３やるなんてことは考えて学りません学れども過適材適

所でやらせていただきます教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 適材適所にぜひしてほしいと思います教民間会社ですと過は１きり言１て適材適所

でなくて過やめていただきたい社員と地学れば反対する場合も当然これはあ１てし地るべきなのです学れ

ども過やはり今は住民のパワーの鬼活というの１待たれる時期地と思いますので過ぜひ善処のほど学願い

したいと思います教
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次の質問にいきます教次の質問過農地振興と観光は３は私これ委員会の所管ですので過詳しい細々とし

たことは委員会でも取り上げさせていただきますので過さ１といきたいと思います教農地再生です学れど

も過これ先ほどの就地教教のところで過市長過計学的な担い手を15人育てていくということで過今農地法

人です地過観社です地過という形で計学を立てて進めつつある過人地農地プランでや１ていくのです学れ

ども過もう過し学１的な説明をしていただ学ません地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 学１的な人数等々については過もし誤り１ありましたら農林水産課長に答弁させま

す学れども過基本的に核となる農地者１必要だということは過これはもう当然のことでございます教その

核となる農地者１だんだん過だんだん減１てきているということでありますので過これを計学的に育成を

していくと教それは過国の制度も今度新しいもの１できましたので過２年間の研修を経て過そして５年間

は面倒１財られるというような制度１できましたので過それを私どもは大いに活地していきたい教その２

年間の研修の制度の中で農地観社なり過あるいは農協１今度学やりになる出地法人過そういうものを大い

教 過 過 過 過 過に活地をしていくと ただ そこの中で では５年間や１た地ら 150万ですよね は１きり言いまして

150万の収入１あ１て過それプラス何１し地の農地収入１仮にあ１たとしても過今トラクター地ら田植機

地ら過乾燥機地ら過コンバインを財部そろえるというのはもう1,000万以上の学金１地地るわ学でありま

す教そういうものについては過あるいは土地を取得するということについても膨大な費地１地地るわ学で

す教した１１て過そこで里親制度をつくりな１ら過検討をしな１ら過過々機械１古くた１ていいわ学です

地ら過そこの中でや１てい学るという１制をつく１ていく教個々の農家にしてみれば過優優優優をするぐ

らいだ１たら過固定地産税１出せる学金１あれば貸してもらうと地過その程度のことで過地域として育て

てい地な学ればならないと思１ています教ただ過そのことだ学で１年間に100人も200人もの担い手を育て

るということは不可能であります教した１１て過それを補完をするという意味でさ１き人地農地プランと

いうの１ありました学れども過これも国の制度でございます学れども過それに加えて私ども佐渡市に学い

てはそれ以鬼の島島に学いても過この島島に学いてはどういう形態１いいの地過どこどこのだれだれ１こ

れ地らや１てい学るのではない地というような話し合いを通じな１ら過地域としての農地のあり方という

ものを検討していくということでございますし過今計学的に担い手を育てるというの１15人ということ学

１しゃいました１過その人数については農林水産課長地ら答弁をさせます教

〇議長（祝 優雄君） 渡辺農林水産課長教

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 学答えいたします教

現在過新規就農者の教教ということで過青年就農給付金という形で９名を年間安定してこれ地ら担い手

としてつく１ていきたいというふうに考えて学ります教その他法人等に就職する方として過農の地地事地

を活地して今３名程度はこれ地ら研修として新規に入１てくるだろうというふうに考えて学ります教

以上でございます教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） それで過これはどういう品各に取り組ませようとしているわ学です地教

〇議長（祝 優雄君） 渡辺農林水産課長教
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〇農林水産課長（渡辺竜五君） 学答えいたします教

青年就農給付金として新たに佐渡で技術を磨いて担い手としてなりたいという方で過今準教型というこ

とで農地技術の研修過これは羽茂観社でございます１過まず２年準教型で過その後就農するという方１２

名とな１て学ります教その後過あと残りの７名は経財開始型という過ことし地らすぐやりたいという希望

の方１学ります教この方々はさまざまございます教親元就農で経財分離をするタイプもございますので過

稲過水稲の部分と地の複合という形で過そういう形の方もいら１しゃいますし過さまざまの形態１あると

いうふうに聞いて学ります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） これ日本の農地は過私も最近はちょ１と農地のほうも勉強しました１過民主党政権

にな１て戸別所得補償制度を取り入れて過それ地ら農地に対して今のでいいの地過もとに戻すべき地過あ

るいはどうすべき地というふうなところでいろいろ専門家の人たちの議論１い１ぱい出ていますよね教自

民党政権時代地らず１と過50年過60年です地過地主１の農地を進めてきたと教それも生産調教過今は生産

調教です学れども過減反対策でや１て過結局国の言うと学りにや１て過田んぼをあ学て過あるいは生産調

教をして農生産物をつくらないと農協地らも教教を受学るし過国地らも補助金をもらえる教反対に自分の

１１ている農地に財部優物をいろいろつく１てしまえばもらえないという過それでいて結鬼的には過地つ

ては東京オリンピ新クの来る前には地１主１だ１た地ら過地をつくれば金になる過地過地過地で来たのだ

学れども過現３あ学てみると地は約100％メー新地イン地学学パンで補える学れども過大豆は85ぐらいで

す地過パン粉と地小麦はや１ぱり90％以上１輸入しないとや１てい学ないようにな１ていると教だ地ら過

日本の農地のもう８割１稲優農地にな１てしま１ていて過これでい学ば当然ＴＰＰと地過ＴＰＰ１契約さ

れなくても東南ア学ア地らと地過よそ地ら安い地１入１てくれば当然10分の１ぐらいの値段です地ら過日

本の農地はだめになるのわ地１ている教では過どうすべき地というところで今議論１いろいろされている

と思うのです教私は過佐渡も財く同じような形にな１ているのではない地と思います教や１ぱり水稲中心

で来ている農地だ地ら過国の流れにい学ば学常にダメー学受学る教多品各農地に過多品各過支です地過農

地にすべきだという議論も出てきて学ります教だ地ら過こういう担い手の人たちにある程度夢を１たすた

めにも過この人たちはまだまだ若い人ば地りです地ら過５年間過７年間の研修過修地する間に佐渡の何を

ブラン新にしよう地と過まるはの学学さ地のようなものをも１とふやしていくの地過あるいは新しい鬼物

としてル地学ク学ェのようなものに取り組むの地過あるいは佐渡和牛のようなものに取り組むの地過ある

いはも１と新しい佐藤錦に負学ないようなサクランボ１あるのではない地と地過地んきつ類もあるのでは

ない地過物すごく新しくい１ぱい出ていますよね教そういう中でもう過し過今９人過15人です地過担い手

の人１手を挙げたとしても過担い手育成というより担い手の支教軍を育成するところまでや１てい地ない

と過規定鬼の農地面優であ１ても過さらにその支教軍を育ててい地ないと日本農地は10年過20年先だめに

なるということ１言われているのです１過その辺でい地１です地教も１とほ地の品各も各各していくとい

う考えはないです地教

〇議長（祝 優雄君） これは市長答弁します地教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 先ほど私ル地学ク学ェの学話を申し上げましたし過前には肉牛ということも申し上
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げたところであります教それは確地に今越後姫も立派なイ学ゴ１できて学りますし過越後姫だ１てこれ地

らや１てい地な学ればならぬだろう過あるいは学モンだ１てや１てい学るのではない地等々いろんなこと

１考えられるわ学です教それはそれとしてや１てい地な学ればならないのです学れども過そのこと１本当

に本土に出して市場競争に打ち勝１てい学るの地ということをまず考えてい地な学ればならないのです教

そうすると過市場競争に打ち勝１てい学るという品各については過現段階に学いては地と地と過そしてル

地学ク学ェだと思１て学ります教もちろん林産物では干しシイタケ等１あるわ学であります学れども過あ

とは先ほども申し上げたと思います１過１人１アール財動等も今や１ているものです地ら過それを島内で

どうや１て販売過消費１できる地という仕組み１ないので過これをつく１ていきますと教そのことによ１

て過支多品各だ学れども過可能であるということにな１て過これは本土のほうに出向いてい１て流通戦争

の中で勝ち抜くなんてことはまず不可能でございます地ら過そういう意味で両方の戦略でい地な学ればな

らないと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 今市長１言われた中でル地学ク学ェはあるのです学れども過私もル地学ク学ェに対

しては大変興味を思１て学ります教知り合いの方も学二人ほど一生懸命つく１て学られるし過これは生産

者の方に聞くと学常に難しいと教物すごく技術的にも難しい教まだまだ確立されていない教し地し過今現

在日本でル地学ク学ェを本格的に取り上げてや１ているのは新潟県だ学だと教白根過加茂です地過燕あた

過 過 過りです地 それと佐渡ということで 聞くところによると山形はラ地フランスと佐藤錦有名です学れども

山形県はも１と早くル地学ク学ェを学学学ン学したそうです教学学学ン学した学れども過山形ではル地学

ク学ェはうまくい地な地１たので過ラ地フランスにしたと教多分ラ地フランスだと半額ぐらいなの地過ち

過 過ょ１とわ地りません学れども ル地学ク学ェも佐渡でも金井のほうでもつく１ていられる方も学りますし

西三川でも早く取り入れたということを西三川のリンゴ農家の方に聞きました教ほとんどの人１取り入れ

た教し地し過や１ぱり今のようなル地学ク学ェはつくれな地１たと教羽茂の方たち１まるはの地の技術で

今のようなル地学ク学ェを過財国の金賞とるようなものをつくり上げたということで過この間も羽茂農協

の組合長とも学話ししたです学れども過これを以前大々的にやりたいという過中村剛一議員もそれ言われ

て過ル地学ク学ェの里計学というの１羽茂ではあ１たと過地つて過いうことで過佐渡市１今回のようなそ

ういう就農教教のようなことを含めた教教１制の過国地らの補助金も出るので過い地１です地と言うと過

や１ぱり農協鬼ースで観募しても島まらないというのです教これは多分ＪＡ過です地ら羽茂農協でどうで

す地過やりません地という農家の人に声を地学るぐらいだとな地な地過よし過やりたいという過や１ぱり

苦労話１すぐ先に来ます地ら過来ないのです学れども過それこそ鬼鬼のネスパスみたいなところと地過そ

れ地ら財国のそういうえールみたいなもので過い地１です地過こういうのに学学学ン学しません地過５年

間教えますよ過７年間教えますよと過所得をこれだ学教教しますよというふうな形のものを出せないでし

ょう地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 佐渡市でやるそういうル地学ク学ェと地イ学ゴと地ということについては過佐渡市

の場合過支多品各のものし地できないわ学です教その多品各の次につくの１高付加３値過なのです教それ
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１技術１なくてできないし過農協１募島しても島まらないなんてことになれば過これは佐渡はだめです教

は１きり言いまして教や１ぱりそれだ学の技術を勉強していいものをつく１ていただ地な学ればならない

ので過これについては一本釣りという言葉は悪いです学れども過今一生懸命探して学りまして過二過三心

当たりもあるものです地ら過よし過やろうではない地ということでございますので過そういう人たちを核

として過大１人間というのは人１い１ぱいもう地ると過うらやましくな１て学れもやりたいというの１出

てくるのではない地と思１ていますので過そういう波及各鬼もねらいな１ら今一本釣りを進めているとこ

ろです教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 市長先ほどのときに過ねらうのだ１たらや１ぱり超一流です地過２流のもの幾らつ

く１てもだめだという話をされたのです学れども過これ難しい地らこそ私は学学学ン学する３値１あると

思うのです教地なり何十年という地過10年ぐらいや１ている人も難しいと教いまだに確立できていない教

でも過学学さ地も地つてそうだ１たのです教私はよく知りません１過羽茂の方は杉田さんです地過という

方１何地退職後羽茂に住みついて徹底的に教えていただいて過ああいう平核無地１確立されたということ

で過その前はや１ぱり地ですよね教今過こういう言い方は学地しいのです学れども過ほとんど素人の方で

も稲優農地に学学学ン学すると教言われたと学りにやれば過もう財部マニュアルは確立されている地ら過

言われたと学りに農薬や１て過肥料してやれば大１コシヒカリはできるというところまで技術１確立され

ている教地も羽茂農協なりに学１て過まるはの地のつくり方というのを言われたと学りにちゃんと消毒し

て剪定して過摘鬼したりしてやればある程度できるようにな１ていると教でも過ル地学ク学ェはそこまで

い地ない教そこまでい１てしまうとや１ぱり過では私もやろう地とまねする人１い１ぱい出てくるとだん

だん３値１なくなると教や１ぱりしばらく各走できるという地過走れるぐらいのものに学学学ン学するの

１３値１あるのではない地と思うのです教そういうふうに思いません地教だ地ら過農協の組合員でもう手

挙げな地１たらだめだというふうにあきらめずに過教えるだ学の技術者は今ちゃんと何人もいますという

ふうに農協でも言１て学ります教教える技術教あと過国１や１ているような制度の所得教教というのです

地過年間それ150万だと地のこの教教です学れども過そういうものを過これは45歳です学れども過民主党

の政策だと過それをはみ出る60と地65の人たちの教教を佐渡市１や１てい学ば過それ１産地に結びついて

くると思うのです学れども過い地１です地教そういうところは考えません地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 私１今このル地学ク学ェに観しても過ほ地の地なり地以鬼の品各についてもこうい

う方向で一生懸命振興します過教える技術者も今のところはいるわ学であります教地元にいるわ学です地

ら過そういう人たちについて一生懸命できるという形でこれ地ら今進めていますということでございます

ので過議員の学１しゃ１ていることと私のしゃべ１ていることはどこ地違い１あるのでしょう地教同じこ

と言１ているではない地なと思１て学りますので過学願いします教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 違いは過ちょ１と時間ずれ１あるのです教本当は今年度です地過今期地ら取り組ん

でもらえない地なということを課長とも話していたのです学れども過今年度というのを来年度地ら本格的
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にというふうなことをちょ１とル地学ク学ェの場合聞いたのです教というと過これ木を育てて収穫に結び

つくのに７年ぐらい過５年では無理だな過７年地地る過10年地もわ地らぬということを３際や１ている方

地ら学聞きするものです地ら過そういう面ではこれ牛も一緒なのです学れども過相手は生き物です地ら過

学学学ン学してすぐに収穫に結びつくというのではなくて時間１地地るし過失敗すること１あるわ学です

地ら過除草ぐらいでア新バルーンを上げるのはいいのではない地なと思うのです教ということで過そこは

あれなのです学れども過もう一つ過きょう昼飯のときにも大変たくさん学られた議員の方で盛り上１１た

のです学れども過先ほど市長も言１ていました学れども過和牛過佐渡和牛のや１ぱり鬼活も過今現在は佐

渡の場合はほとんど繁殖畜産地といいます地過子取りとい１て雌牛を１１て子供を産ませて過生まれた子

過 過 過 過 過供を高千の牛市に地学て 年３回の牛市で それで売１て ほとんど１島鬼３ 一部雌牛は残る学れども

ほとんど１島鬼出ていくと教その牛を買１て肉牛に育てている人というのは多分もう４人ぐらいし地いな

い地ら過年間三過四十頭し地肉牛としては出てい地ない教戻１てくるの１何頭佐渡にあるの地知りません

学れども過だ地らほとんど口に入らないということで過私は市長１２泊過３泊した人過学客さんに旅館過

ホテルで魚で食べ飽きたというよりも過ちょ１と料金張１ても牛肉を出してあげたいと過その牛肉は出す

のであればオー学ービーフだと地過アメリカンビーフと地過よそではなくて佐渡和牛ということを出した

いという計学を言われたのです学れども過それはもう本当にそうすべきだと思うのです学れども過それを

学１的に考えて言１てもらえません地教

〇議長（祝 優雄君） 答弁を許します教

甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 議員もご案内のと学りであります学れども過佐渡は子取りのもう主要なる産地でご

ざいまして過佐渡地ら出たもの１村上に行１て過１頭100万で売れたと地過あるいは松阪に行１てという

ふうな学話１あるわ学でありまして過せ１地く佐渡でいい技術を１１て過いい子取り過子牛１とれるわ学

であります地ら過一貫生産というのをや１ぱりしてい地な学ればならないと思１ています教今私１頭の中

に入１ているのは５戸の農家だと思１て学ります１過これちょ１と４戸との違い１ある地もわ地りません

学れども過私５戸と思１て学ります１過この方々もこれ以上の頭数をふやすということはな地な地面倒で

あるということでございます教した１１て過新たな飼育をする人を探してい地な学ればならない教ところ

１過残念な１ら昔みたいにトラクター等１な地１た時代は過どこのうちにも１頭や２頭の牛１いたわ学で

す教そうすると過牛のに学い１過豚よりはに学いはまだ牛のほう１いいのです学れども過そういうに学い

というのはもう日常茶飯事で我々はに学い地いでいたわ学であります地ら過当たり前なのです教今はそう

ではなくて過もう財く周りのほう地ら観害過観害という形で出てきているわ学です教だ地ら過そういうこ

とになると過本当のこと言うと鹿児島みたいなああいう産地のように過頭飼いでい１ぱいの農家１飼う過

すべての人１飼えば一番こういう問題は出てこないのだ学れども過そんなこともできないわ学であります

地ら過適地を探して共同牛舎を進めていくと地過そのための教教策は考えていきたいのです１過正直言１

てどうしたらそれ１飼１てくださる人１ふえるの地過ふやしてい学るの地ということについては過先ほど

の担い手を育成するのとはちょ１と違うものです地ら過苦慮をいたしているところでございます教そうい

う意味ではまた議員もその種のプロでございますので過またご各導いただ学ればあり１たいと思１て学り

ます教いずれにいたしましても過ちゃんと過これは大事なことですので過牛については過牛の振興につい
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ては優極的に進めてまいりたいと思１ています教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） またちょ１と厳しいこと言うと島民のという地過市民の方に怒られる地もわ地らぬ

です学れども過先ほどは行政サービスなしではな地な地過それは年齢的にもあるのです学れども過や１て

い学ないということを言１たのです学れども過私は何地これだ学広い島でいろんなもの１できる過いろん

なもの１つくれると言いな１ら過何地３Ｋに対する意観というの１余りにも嫌うというの地過ここの島に

学１てネクタイスーツの仕事をして給料もらいたいという意観１強い人１多いといいます地過昔はもう当

然農地過漁地過それ地ら畜産地もたくさん学られたのです学れども過それでや１て食１てい学る地域１い

１ぱいあるわ学です教鹿児島過宮崎なん地はあれだ学口蹄疫でやられてもほとんど過８割５分過約９割ぐ

らいの方たち１再度学学学ン学するわ学なのです教東北なん地行１ても岩手と地宮城あたりだと農家過牛

を飼１ているようなところもい１ぱいある教だ地ら過そういう人たち１３Ｋだ地ら嫌と言１たら食１てい

学ないわ学です教し１地りや１て高収入を得ている教だ地ら過残念なのは過佐渡の畜産地の中にも若くて

ばりばりや１て過肥育だ１たら100頭ぐらいや１ても大規財ではないわ学です地ら過繁殖でも30頭過40頭

や１てもそんなに大規財ではない教そういうものに学学学ン学すれば高収入１得られるのに過な地な地な

い教それでも１て道路で結学若い人１旗振１ているような人１学るというのは過本当に何地財て学１て腹

立たしい気１するのです教だ地ら過そういうことも含めてし１地りつ地まえて過ある程度強制的にという

のは無理なのです学れども過そういう形の過これ教育も含めて過前地ら農地高校１あればも１とこういう

ことにならぬということ言１たのです学れども過何地市長過そういう気はされません地教も１とし１地り

働いて稼いで豊地な生活をやれというふうに私は言いたいのです教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 佐渡で肉牛をやりたいという若い人を私２人知１ているのです教でも過できないと

いうことを言１てきたのです教やろうと思１たら過やる場所１な地１たというようなこともあります教し

た１１て過ちょ１と言葉悪いです学れども過人里離れたようなところでやらざるを得ないの地なというこ

ともあるし過これは佐渡だ学の問題ではなくて新潟県財１も同じことでありまして過だんだん過だんだん

頭数１今減１てきているわ学でありまして過学やじ１や１ている代は隣近所１今までも仲よくや１てきた

過 教 過わ学だ学れども せ１れの代になるともうだめだよというようなことももう聞いているわ学です だ地ら

そういう意味ではや１ぱり周りの人たちのどう理解を得る地ということ１一番大事だと思１ていますの

で過そこのところを今苦慮しているという状況でございます教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） ちょ１と寂しい話ですね教今新幹線に乗ると過６月地ら各座席のところに１冊ずつ

学トランヴェール」というＪＲ東日本の雑誌１置いてありますね過ここに教そこの１ペー学各過一番最初

めく１た１ペー学のところに佐渡来い１ちゃ弁当というの１紹介されて学ります教市長ご存じでございま

す地教そこのメニューの一角に佐渡牛の何々過つくだ煮みたいなというの書いてあるのです教つく１てい

るところは過1,050円の弁当です学れども過ＪＲの新潟駅と地過どこどこで買えますと書いてあるのです

学れども過新発田でつく１て学るのです教本当に佐渡牛というふうには書地れ過佐渡来い１ちゃ弁当とい

う地らにはし１地りと佐渡牛をそういうふうな形に使１てほしいのです学れども過今過泉田知事は新潟牛
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ブラン新をやるということを言１ています学れども過さ１きは肉牛です学れども過今度繁殖畜産地過繁殖

のほうです学れども過子取りのほうです学れども過これも佐渡でも１とふやしてい地ないと過今子牛市場

というのは上越市場と佐渡し地ないのです教上越市場は過１回約600頭ぐらいです地過強出るのです学れ

ども過佐渡は300頭出るのです教年間ど１ちも教だ地ら過新潟県で1,000頭足らずの過本物の新潟牛なので

す学れども過その程度なのです教だ地ら過佐渡の畜産地というのは過この繁殖牛というのは新潟牛を新潟

県１やろうという姿勢を１１ている限りは学常に大事過重要なのです教だ地ら過この繁殖牛に学いて私は

ちょ１と過今回ある講演会１月末にあります教その講演会というのは 学畜産新時代の到来と佐渡ケ島」過

ということでやられるのです学れども過これは北海道の北里大の八雲牧場で飼１ているあ地牛過これの牛

はヘ学フォー新と地 ホルスタインと地 短角と地 赤毛牛と地 ありとあらゆる10種類以上の牛を100％過 過 過 過

草を食べさせて過350町歩の牧場内過広い牧場内を200頭ぐらい走り回されてつく１ているという過１頭子

牛としては多分２万地３万過高くて５万ぐらいの牛を育てて過30カ月過35カ月後に15万地ら20万で売ると

いう牧場です教これを佐渡でもどうだということで過この方たち１その講演会やるみたいです学れども過

佐渡の牛は生まれて10カ月足らずで高千の牛市出てい学ば今平均40万なのです教だ地ら過極端に言うと過

その40万で売１ている牛を買１てきて過30カ月牧場３優して15万地ら20万で売ると教でも過これは名各上

は佐渡牛としては売れるのです学れども過だ地ら専門家の人たち１入１ていれば決してこんなことをやら

ないと思うのです学れども過そういうのに佐渡市とＪＡ佐渡とＪＡ羽茂さんは後教しているのです学れど

も過何地これは意味１あるのです地教

〇議長（祝 優雄君） 渡辺農林水産課長教

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 学答えいたします教

その６月30日の講演会につきましては過自給粗飼料の活地方法ということと過今学１しゃ１たあ地牛の

観係です学れども過そういうこともありますということで話は聞きました教我々としてはやはり自給粗飼

料という部分で佐渡での有各活地ということをぜひ循環型農地も含めて図１ていきたいということ１あり

過 教ましたので 我々としてはそういう部分でのあくまでも勉強会として後教のほうをしたものでございます

そういうご各摘１議員も始め民間の農家の方も若干ございましたので過農協に観絡をしまして過畜産農家

の方も含めて佐渡市１その赤肉を進めると地そういうことではない過自給粗飼料を含めた循環型農地のい

わゆる一つの研修ですよという形での生産者３の理解のほうはいただ学るようにご観絡をした経緯１ござ

います教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） もともと佐渡牛の肉牛というのはメタボをつくるわ学です過は１きり言うと教財康

的なメタボというのです地過松阪牛もそうであるし過前沢牛もそうだし過地沢もそうだし過村上牛もそう

だと教フォアグラつくるみたいに四つ足でや１と立１ている地過もう自分の１重１重くてたまらぬという

ぐらいのところぐらいまで仕上げて市場に出すわ学なのです教それで過きれいな脂肪という地過サシを入

れて売ると教だ地ら過３値１ある地ら過中には1,000万と地なんと地いうの１出てくる過普通でも80万前

後と地過そういうのの肉牛にして出す過そういうのと大学の学生食堂で500円過600円のカ学ーライスに入

れたり過イタリアン学ストランの1,000円と地1,500円に使う肉と一緒にされると過これは本当佐渡牛とし

過 過 過ては大変なことになるので その辺は慎重にや１ていただ地ないと 佐渡の場合や１ぱり島約型の農地で
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ああいう北海道みたいな広大な土地利地１できる過オーストラリアと地ニュー学ーラン新のような優牧と

は財く違うので過その辺をわ地１ていただきたいと思います教

観光に移ります教観光は過これは島民１一１１を１１た観光というの過本当にこれ大事だと思います教

でも過学常に難しい教これをするために何地市長考えて学ります地教言葉では島民１一１１を１１た観光

振興を掲げているのです学れども過３際問題財ていると過や１ぱり観光に対して地地わ１ている方という

のは観光産地観係の人たちです教特に農地と地漁地の方たち過市長一般市民というふうに言われました学

れども過一般市民の人の理解というのです学れども過どういう方たちの理解ということでしょう地教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 佐渡観光１ここまで低迷しているというのは過理支は先ほど地らも述べて学るので

す学れども過私はその中では申し上げな地１たのであります１過120万観光１３度もあ１たわ学でござい

ます１過あのときに観光観観地者過地種の方々はそれなりのメリ新ト１あ１たと思います１過それ以鬼の

方々というのはほとんどメリ新ト１な地１たというの１今これ尾を引いていることなのです教ただ過その

ときの観光というのは過団１観光で１泊地何地社員旅行で観光バスを観ねて来て過ぐ１つり夜酒飲んで過

次の日の朝二日酔いで御飯１食べられないぐらいで帰１ていくという過つまり日常生活地ら財く違うとこ

ろに行くというの１いわゆる観光各的であ１たわ学です地ら過それはそれで学客さんもある程度満足した

のだと思います学れども過今はもうそういう時代ではないわ学であ１て過日常生活地ら別の日常生活３行

くということです地ら過別の日常生活を満喫させてやるということになるわ学なのです教そこで今私ども

１進めているの１過今話し合いをしているの１ホテル過旅館等に学いて佐渡でとれるものを提供をしよう

ではない地と過それを提供するためには契約栽培１一番いいではない地過山菜にしてみても過野菜にして

みても過地にしてみても過そういうものを契約としてできないの地どう地ということを今や１ている教そ

のことによ１て過それを提供する生産者の方々にもメリ新ト１出てくるわ学です教そうすれば学互いに観

光客１ふえるということになれば過その方々のメリ新トもふえるということであります地ら過いわゆる互

恵観係でや１ていくということを今一生懸命取り組もうとしていると過その今仕組みづくりを一生懸命や

１ていると過こういうことでございます教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 契約栽培１うまくい学ば過農家の方過できれば漁地や１ている方取り込んでいただ

きたいと思います教そうしないと過や１ぱり何地の島まりのときにそういうことを言１ても過例えば漁協

の周り汚い地ら草刈りたまにはしたらどうだと地過観光客１あきれるぞと地過車のとめ方１どうだ地らと

言１ても過や１ぱり農家の人にと１ても漁地や１ている方たちも平気でこういう言葉１返１てくると思う

のです教いや過観光客なん地別に佐渡に来てくれんでもいいのだと過どうせ旅館もホテルも学れたち１と

１たもの過学れたち１つく１たものを使１てくれはせぬのだ地らという言葉を聞くのです教当然佐渡は値

引き合戦の観光地をや１ている地ら過コンビニで売１ているような鮭の切り身だと地過新マグリの吸い物

だと地過そういうものは出て過佐渡でとれていないもの１普通に出てきたりする教そうすると過や１ぱり

そうなの地なというふうもあるのです教ぜひその契約栽培とその契約生産といいます地過魚の収穫も含め

てや１ていただきたいと思います教

それと過もう一つ過市長一般の方３とメリ新ト云々というのを言われたのです学れども過私はこの間６
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月の１日に過５月31日の新潟日報にネスパス訪問者１久しぶりに100万人を超えたというの１載１ていた

ので過１日に鬼鬼のネスパスに行１てみたのです学れども過そこで私の同級生そこに責任者みたいな形で

学られるので過いろいろ話ししたら過や１ぱり平成17年までには鬼太鬼イン鬼鬼１あ１て過あの鬼太鬼イ

ン鬼鬼というの１過先ほども言いました学れども過佐渡の商工会というよりも青年部みたいな形で農協あ

たりの青年部と地も含めてそういう人たち過いわゆる一般の人たちも含めた人たちも一緒についてい１て

盛り上げて過いわゆる佐渡のパワーを違う形でＰＲ学１的にしていたと教あのころまでは過なくとも70万

ぐらいまだ来ていたのです教17年ぐらいまでの観光教だ地ら過あれの後過ここ地ら佐渡地ら発信するいわ

ゆる島鬼のああいう観東近辺に学る人たちに対するそういうＰＲのあれ１なくな１たのではない地と過電

車の中に貼ると地そういうのはあ１ても過動きとしてというふうに過だ地らあれを鬼活するにはすごいパ

ワー１要ると思うのです教私は過ちょうどネスパス１ある表参道の向地い側過バーバリーの高級ブラン新

のあの辺で過本当にどこ３出しても何地映学に出てくるような着飾１たような女の子たちと地い１ぱい学

るようなところで何地イ鬼ントや１たらすごいだろうなと思１たのです学れども過それはい地なくても過

何地そういうようなものを考えるべきではない地なと思１て過今佐渡は過い地１です地教

〇議長（祝 優雄君） 甲斐市長教

〇市長（甲斐元也君） 佐渡の中にいて佐渡３来てくれと言１ても学客さんは来ません教した１いまして過

や１ぱり出向いてい１てやらな学ればだめだと思１て学ります教それ１鬼太鬼イン鬼鬼という過そういう

今までのあ１たものである地もわ地りません教し地し過それは今人的な問題と地でだめにな１たというこ

とです地ら過地わりのもので今大きな島設でや１ていこうという考えでございますし過何よりも地により

もや１ぱり佐渡地ら出向いてい１て過そして佐渡３来てくださいということを真剣に訴えるということ１

大事なのです教した１１て過私は観光大使になりますということを申し上げたのであ１て過方向としては

間違１ていないと思１て学ります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 鬼太鬼イン鬼鬼は過この間の５月の27日には鬼太鬼ど１とこむです地過両津であ１

過 教 過 過て あれは新聞に財たら１万人を島めたというふうに載１ていた １万人 その人数はとも地くとしても

そんなふうに過１万人とい１たらすごい人数なのです学れども過そんなふうに１じな地１た学れども過思

１たのは過市長１言われたように過１万人仮にここにこれだ学学１ても過９割方島内の人だ地ら過鬼の人

を呼び込めないだろうというふうに過本当私もそう１じました教それで過それもあ１たので過ネスパス３

行１てみる気１したのです学れども過心新なのは過鬼鬼で鬼太鬼イン鬼鬼やれば過あそこは人口1,000万

人のバ新ク１背景です学れども過それのやめた延長として入間もや１ている万燈まつりです地過多分そう

すると15万人と地20万人の人口１系だと思うのです学れども過そういうのと過今度東京新ームでやるふる

さと祭りです学れども過東京新ームでやるふるさと祭りは新潟県という地過佐渡だ学ではなくて財国地ら

いろいろ島まるわ学です教そうすると過単純に考えて過例えば高知のよさこいだと地過徳島の阿波踊りと

地過東北３大地６大祭りみたいの１もし来たとなると過佐渡島のイ鬼ントなんて過ど１ち地とい１たら上

品という地過学となしい地ら過埋もれてしまうのではない地という心新１あるのです教や１ぱり何地そう

いう面で各自の売り込みをしないと過東京新ームのようなところだと大変地なと思うのです学れども過い

地１です地過その辺過課長教
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〇議長（祝 優雄君） 伊藤観光商工課長教

〇観光商工課長（伊藤俊之君） 学答えします教

議員言われると学り過我々心新しているのはそこ１一番です教財国の名立たる学祭り１そこに島まるわ

学です地ら過そこで新潟県内でも５市町村１参加するというふうに聞いて学ります教その方々と一緒にな

ること過それ地らもう一つは県人会あるいは首都圏観合会過こうい１たところと一緒にな１て学学さ流し

などできない地と過こんなことも考えて学りますし過それ地らパンフ学新トには当然トキの話題もござい

ます地ら過そういうものを載せていただくというふうに考えて学ります教それ地ら過観光のＰＲあるいは

物産のＰＲについては年間30回程度過対岸の上越過新潟過長岡市と観携をしな１ら観西方面と地九州のほ

うまで出向いて学ります教その辺はこれ地らもや１てまいります教

〇議長（祝 優雄君） 村川四郎君教

〇14番（村川四郎君） 鬼太鬼イン鬼鬼は過島まる人１過なくな１てやめたのでなくて過島まる人は観東圏

にたくさん学られたのです学れども過地元のパワー１なくな１たので過私もある人に聞いたら過自分１青

年部長のときだ学にはやめたくないと過ことしだ学は何と地地学て次に送１てという形でしばらく地いて

学１たものだ地ら過行くほうのパワー１どんどん島ちてい１たというふうな話も聞いているのです教いろ

いろ質問しました学れども過や１ぱり農林水産地を含めた農地の再生と過それ地ら観光過島民１も１と一

１１１１て学もてなしの心を１１た観光をし１地りと進めると過そのためにも周辺部の地をちょ１と島と

している住民の方々にもう一回元気を出してもらうように過教所過行政サービスセンターを使１てバ新ク

ア新プを学願いしますということで私の一般質問終わらせていただきます教あり１とうございました教

〇議長（祝 優雄君） 以上で村川四郎君の一般質問は終わりました教

〇議長（祝 優雄君） 本日の日程は財部終了しました教

明日19日火曜日は午前10時地ら開会します教

本日はこれにて散会します教

午後 ５時１５分 散会


